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漢
点
字
の
散
歩
（
十
六
）

岡
田

健
嗣

五

点

字

２

ド
イ
ツ
語
点
字

（
４
）

＊

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
語
の
点
字
表
記
を
ご
紹
介
す
る
の

だ
が
、
ド
イ
ツ
語
の
表
記
に
つ
い
て
、
二
つ
の
約
束
事
を
決
め

て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、"
a

・o

・u
"

の
ウ
ム
ラ
ウ
ト
（
変

音
）
で
あ
る
。
通
常
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
は"

e
"

を
後
置
し
て

表
す
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
倣
う
。
従
っ
て"

a
e

・a
e
u

・o
e

・u
e
"

と
い
う
表
記
に
な
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
語
で
は"

s
z
"

を
一

文
字
で
表
す
が
、
通
常
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
は"

B
"

を
代
用
し

て
当
て
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
本
来
の"

B
"

と
の
混
同
を
避
け

る
た
め
に
、"

β
"

を
使
用
す
る
。
従
っ
て"

β
"

が
現
れ
た
と
き

は
、"
s
z
"

と
読
み
替
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
稿
・
前
三
回
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
語
点
字
の
表
記
法
を
ご

本
稿
で
は
、
〈
点
字
〉
を
ご
存
じ
な
い
皆
様
も
、
点
字

を
パ
タ
ー
ン
と
し
て
お
受
け
止
め
い
た
だ
け
れ
ば
充
分
で

す
。
点
字
で
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
読
み
取
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

紹
介
し
て
来
た
が
、
そ
の
骨
組
み
は
ほ
ぼ
出
尽
く
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
残
る
略
字
は
「
二
マ
ス
略
字
」
と

呼
ば
れ
て
、
単
語
と
語
幹
を
二
つ
の
点
字
符
号
で
表
そ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
使
用
さ
れ
る
点
字
符
号
は
、
そ
の
単

語
や
語
幹
を
構
成
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
及
び
音
節
略
字
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
文
章
を
点
字
で
表

記
す
る
と
、
こ
の
二
マ
ス
略
字
が
存
在
感
を
発
揮
す
る
が
、
そ

の
数
は
百
五
十
余
り
に
過
ぎ
な
い
。
単
語
・
語
幹
を
網
羅
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
文
章
を
構
成
す
る
本
当
の
主
役

は
、
依
然
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
、
並
び
に
音
節
略
字
な
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
文
章

は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
音
節
略
字
で

綴
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
合
間
に
他
の
略
字
が
現
れ
る
と
見
る
の

が
正
し
い
。
従
っ
て
、
文
章
を
触
読
す
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
区

別
に
、
決
し
て
混
乱
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
、
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
音
節
略
字
で
構
成
さ
れ
た
単
語

・
語
幹
と
、
略
字
で
表
さ
れ
た
単
語
・
語
幹
と
が
、
誤
り
な

く
、
即
時
に
触
知
さ
れ
る
構
成
で
あ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ

る
。そ

こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
紹
介
を
振
り
返
る
こ
と
か

ら
始
め
た
い
。

ａ
．
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

一
般
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
二
十
六
文
字
で
あ
る
と
言
わ
れ

－ １ －



る
。
し
か
し
こ
ん
な
の
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
英
語
で
言
え
ば
、h

が

後
ろ
に
来
る"

c
h

、g
h

、s
h

、t
h

、w
h
"

な
ど
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
墨
字
で
も"

s
z
"

を"
β
"

の
一
文

字
で
表
し
て
、
点
字
符
号
で
は"

"

が
当
て
ら
れ

る
。
ま
た
、
母
音"

a
､
o
､
u
"

の
変
音
（
ウ
ム
ラ
ウ

ト
）
も
そ
れ
ぞ
れ"

a
e
､
o
e
､
u
e
"

の
点
字
符

号
が
当
て
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
点
字
に
は
そ
れ
に

加
え
て
、
子
音
の"

c
h
､
s
c
h
､
s
t
"

と
重
母
音

の"
a
u
､
a
e
u
､
e
i
､
e
u
､
i
e
"

の
八
個
を

一
つ
の
点
字
符
号
で
表
す
こ
と
に
し
て
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
と
同
様
に
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
で

は
こ
れ
ら
を
「
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
た
。
こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
拡
張
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
を
加
え
る
と
、
計
三
十
八
文
字
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
英
語
点
字

で
は
略
字
に
含
ま
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
点
字
で
は
、

略
字
で
は
な
く
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
範
疇
に
数
え

ら
れ
る
。

ｂ
．
音
節
略
字

略
字
の
中
で
最
も
基
本
的
な
も
の
が
こ
の
「
音
節

略
字
」
で
あ
る
。

a
c
h

a
l

a
n

a
r

b
e

c
k

e
h

－ ２ －

ルイ・ブライユの点字表

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
１： Upper4

Aa Bb Cc Dd Ee Ff Gg Hh Ii Jj

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
２： ＋

Kk Ll Mm Nn Oo Pp Qq Rr Ss Tt

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
３： ＋

Uu Vv Xx Yy Zz ge es em β st

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40
４： ＋

au eu ei ch sch ein er ue oe Ww

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50
５： Lower4

， ； ： un or an eh te in ar

51 52 53 54 55 56
６：

aeu ie ich ae des im

57 58 59 60 61 62 63
７：

ig lich ck ach



e
i
n
e
l

‘y

’em
e
n

‘c

’er
e
s

g
e

i
c
h

i
g

i
n

l
i
c
h

l
l

‘q

’

m
m

‘x

’

o
r

t
e

u
n

ド
イ
ツ
語
で
は
単
語
を
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
、
そ
の
音
を

「
語
頭
音
、
語
中
音
、
語
末
音
」
と
呼
ぶ
。
こ
こ
に
挙
げ
た
音

節
略
字
は
、
点
字
符
号
の"

l
o
w
e
r
4
"

と"
r
i
g
h
t
3
"

を
含
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
義
的
に
は
句
読
符
号
や
点
字
特
有
の
指

示
符
号
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
音
節
符
号

と
そ
の
他
の
符
号
と
の
混
同
を
避
け
る
目
的
で
、
音
節
符
号
と

し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
語
頭
音
あ
る
い
は
語
末
音
に
は
用

い
ら
れ
な
い
か
、
あ
る
い
は
語
中
音
の
み
に
使
用
さ
れ
る
と
い

う
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
語
の
現
代
表
記
で

は
使
用
頻
度
の
少
な
い
文
字"

c
､
q
､
x
､
y
"

が
、
そ
れ
ぞ
れ"

e

n
､
l
l
､
m
m
､
e
l
"

を
表
す
略
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
特

記
さ
れ
て
よ
い
。

さ
ら
に
こ
の
音
節
略
字
の
多
く
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
及
び

拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
、
一
マ
ス
略
字
と

し
て
、
あ
る
い
は
二
マ
ス
略
字
を
構
成
す
る
符
号
と
し
て
使
用

さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
こ
れ
ら
を
「
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
」
に
含
め
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
は
「
音
素
」
で
あ
る
こ
と
や
、
語
に
占
め
る
位
置
に
よ

っ
て
使
用
に
制
限
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

と
は
隔
て
ら
れ
て
扱
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ｃ
．
前
綴
り
と
後
綴
り

ド
イ
ツ
語
の
単
語
に
は
語
幹
の
前
後
に
そ
の
語
を
性
格
づ
け

る
音
が
付
く
こ
と
が
あ
る
。
前
の
綴
り
を｢

前
綴
り｣

、
後
の
綴

り
を｢

後
綴
り｣

と
呼
ぶ
。
こ
の
前
綴
り
と
後
綴
り
を
略
字
化
し

た
点
字
符
号
が
、｢

前
綴
り
略
字｣

と｢

後
綴
り
略
字｣

で
あ
る
。

前
綴
り
略
字
：

a
u
s
､

e
n
t
､

e
x
､
x

p
r
o
､
q

v
e
r
､

こ
れ
ら
の
点
字
符
号
が
語
頭
に
あ
る
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
綴

り
の
略
字
と
な
る
。

後
綴
り
略
字
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
（
詳

細
は
前
号
を
ご
参
照
下
さ
い
。
）

後
綴
り
略
字
グ
ル
ー
プ

一

h
a
f
t
､
h
f

h
e
i
t
､
h

k
e
i
t
､
k

n
i
s
､
x

s
a
m
､

s
c
h
a
f
t
､

u
n
g

、u

後
綴
り
略
字
グ
ル
ー
プ

二

f
a
l
l
s
､
f

m
a
l
､
m

w
a
e
r
t
s
､
w

後
綴
り
略
字
グ
ル
ー
プ

三

a
t
i
o
n
､

n
a
t
i
v
､

v
i
s
m
u
s
､

i
i
s
t
i
s
c
h
､

i
t
a
e
t
､

i
o
n
､
j

こ
れ
ら
の
点
字
符
号
が
語
幹
に
続
い
て
、
あ
る
い
は
他
の
後

綴
り
略
字
に
続
い
て
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
綴
り
の
略
字

と
な
る
。

－ ３ －



ｄ
．
一
マ
ス
略
字
と
コ
ン
マ
略
字
、
及
び
語
幹
略
字

（
略
字
の
数
が
多
数
に
及
ぶ
の
で
、
こ
こ
で
は
例
示
は
省
略

す
る
。
詳
細
は
前
号
を
ご
参
照
下
さ
い
。
）

一
マ
ス
略
字
：

一
マ
ス
略
字
は
、
単
語
あ
る
い
は
語
幹
を
一
マ
ス
の
点
字
符

号
で
表
す
略
字
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
語
の
単
語
は
、
定
冠
詞
や
前
置
詞
や
副
詞
の
よ
う
に

語
尾
の
変
化
の
な
い
も
の
や
、
複
合
語
を
形
成
し
な
い
も
の

と
、
格
変
化
や
活
用
な
ど
で
盛
ん
に
語
尾
変
化
す
る
も
の
や
、

大
い
に
複
合
語
の
要
素
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
一

マ
ス
略
字
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。

第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
独
立
し
た
語
と
し
て
の
み
働
く
単
語

を
表
す
も
の
で
、
例
え
ば"

r

（d
e
r

）､
s
（s

i
e

）､

（d
i

e

）"

な
ど
が
あ
る
。

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
盛
ん
に
複
合
語
の
要
素
と
な
る
語
を

表
す
。
例
え
ば"

b

（b
e
i

）､
q

（v
o
l
l

）､

（u
e
b
e
r

）"

な

ど
で
あ
る
。
複
合
語
を
作
る
時
に
は
、
一
マ
ス
略
字
で
あ
る
こ

と
を
宣
言
す
る
告
知
符
号
（

､

二
の
点
）
を
前
置
し
て
表

す
。
ド
イ
ツ
語
の
特
徴
は
豊
か
な
造
語
力
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
略
字
は
、
そ
れ
に
応
じ
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
格
変
化
語
尾
、
あ
る
い
は
活
用
語
尾

だ
け
取
る
略
字
で
あ
る
。
数
は
少
な
く
、"

h

（h
a
t
t

）､

（h
a
e
t
t

）､
i

（i
h
r

）､
y

（w
e
l
c
h

）､

（s
e
i
n

）"

の
五

個
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
に
続
く
コ
ン
マ

略
字
と
同
様
に
働
く
略
字
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

コ
ン
マ
略
字
：

一
マ
ス
略
字
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
他
の
文
字
や
略
字
と

続
く
時
に
、
告
知
符
号
（

､

二
の
点
）
を
前
置
し
て
略
字
で

あ
る
こ
と
を
指
示
す
る
。
こ
の
場
合
指
示
す
る
の
は
、
一
マ
ス

略
字
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
の
み
で
あ
る
。
第
一
・
第
三
の
グ
ル

ー
プ
は
指
示
し
な
い
。
従
っ
て
第
一
と
第
三
の
グ
ル
ー
プ
の
点

字
符
号
に
こ
の
告
知
符
号
（

､

二
の
点
）
を
前
置
す
れ
ば
、

新
た
な
略
字
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
略
字
に
は
第

一
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
十
六
個
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
四
個
、

そ
し
て
音
節
略
字
か
ら
三
個
の
略
字
が
当
て
ら
れ
た
。
例
え
ば

"
r
"

は
一
マ
ス
略
字
で
は"

d
e
r
"

で
あ
る
が
、
コ
ン
マ
略
字"

r

"

で
は
、"

f
a
h
r
"

を
表
す
。"

s
"

は
一
マ
ス
略
字
で
は"

s
i
e
"

で

あ
る
が
、
コ
ン
マ
略
字"

s
"

で
は"

s
o
l
l
"

を
表
す
。"

"

は

一
マ
ス
略
字
で
は"

d
i
e
"

で
あ
る
が
、
コ
ン
マ
略
字"

"

は"

s
p
i
e
l
"

を
表
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
ン
マ
略
字
は
、
一

マ
ス
略
字
の
第
三
グ
ル
ー
プ
と
同
様
の
働
き
を
す
る
。

語
幹
略
字
：

も
う
一
つ
、
一
マ
ス
略
字
に
格
変
化
語
尾
や
活
用
語
尾
が
続

く
時
、
一
マ
ス
略
字
と
は
別
の
語
を
指
示
す
る
略
字
が
あ
る
。

例
え
ば"

"

は
、
一
マ
ス
略
字
で
は
定
冠
詞"

d
i
e
"

を
表
す

が
、
こ
れ
に
格
変
化
語
尾
が
付
く
と"

d
i
e
s
"

と
読
ま
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
。"

e

（d
i
e
s
e

）､
c

（d
i
e
s
e
n

）､
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（d
i
e
s
e
s

）"

と
な
る
。
（
詳
細
は
前
号
を
ご
参
照
下
さ

い
。
）

以
上
が
、
前
回
ま
で
の
ま
と
め
で
あ
る
。

⑧
二
マ
ス
略
字

ド
イ
ツ
語
点
字
の
略
字
法
（"

K
u
r
z
s
c
h
r
i
f
t
"

）
の
ご
紹
介

は
、
以
上
で
山
を
越
え
た
と
言
っ
て
よ
い
。
今
回
の
冒
頭
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
の
文
章
を
点
字
で
表
す
時
、
そ
の

大
方
を
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る
二
マ
ス
略
字
が
占
め
て
い
る
。

こ
の
二
マ
ス
略
字
が
、
ド
イ
ツ
語
点
字
の
主
役
の
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
そ
れ
は
錯
覚
で
あ
っ
て
、
実
際
は
依
然
と
し
て
三

十
八
個
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
、
二

十
三
個
の
音
節
略
字
（"

c
､
q
､
x
､
y
"

の
四
文
字
は
、
重
複
し

て
い
る
。
）
、
計
五
十
七
個
の
点
字
符
号
に
よ
っ
て
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
定
冠
詞
や
前
置
詞
、
そ
の
他
の
重
要
な
語
は
、
約
百
個

の
一
マ
ス
略
字
、
コ
ン
マ
略
字
、
語
幹
略
字
、
前
綴
り
・
後
綴

り
略
字
で
表
さ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る
二
マ
ス
略
字
は
、
従
っ
て
、
単
語
や

語
幹
を
二
つ
の
点
字
符
号
で
表
す
だ
け
の
働
き
を
す
る
も
の
と

理
解
し
て
よ
い
。
表
記
の
枠
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
に
ご
紹
介
し

た
略
字
の
表
記
法
に
従
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
数
が
百
五
十

余
り
と
多
数
に
登
っ
て
い
て
、
そ
の
単
語
一
つ
一
つ
を
読
み
こ

な
せ
な
け
れ
ば
、
文
章
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
習

得
し
な
け
れ
ば
、
ド
イ
ツ
語
点
字
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
そ
の
構
造
も
働
き
も
極
め
て
明
解
で
あ
る
の
で
、
私
た

ち
は
英
語
点
字
の
習
得
で
で
も
経
験
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
既

に
ご
紹
介
し
た
略
字
と
二
マ
ス
略
字
を
習
得
す
る
こ
と
が
、
ド

イ
ツ
語
の
基
本
構
造
と
、
数
百
に
登
る
単
語
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
な
る
。

本
稿
で
は
二
マ
ス
略
字
の
全
て
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
は
し
な

い
。
単
語
の
要
素
二
つ
を
取
り
出
し
て
、
二
マ
ス
の
点
字
符
号

で
表
さ
れ
、
格
変
化
語
尾
、
活
用
語
尾
、
前
綴
り
・
後
綴
り

が
、
単
語
と
同
様
に
接
続
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
い
た
だ
け
れ

ば
充
分
で
あ
る
。
例
：

a
o
a
l
s
o

b
l
b
l
i
n
d

b
g
b
r
i
n
g

k
c
h
a
r
a

k
t
e
r

d
b
d
a
b
e
i

d
m
d
a
m
i
t

d
t
d
e
m
o
k
r
a
t

d
D
e
u
t
s
c
h

e
o
e
b
e
n
s
o

j
r
j
a
h
r

k
x
k
o
m
m

k
z
k
u
r
z

n
h
n
e
h
m

t
s
c
h
r
i
f
t

s
s
e
l

b
s
t

r
k
r
e
p
u
b
l
i
k

d
w
i
e
d
e
r

b
a
r
b
e
i
t

D
c
b
l
c
k
z
t

d
e
u
t
s
c
h
e
n
b
l
i
n
d
e
n
k
u
r
z
s
c
h
r
i
f
t

d
s
c

A
u
f
w
i
e
d
e
r
s
e
h
e
n

（"
L
e
i
t
f
a
d
e
n
d
e
r
B
l
i
n
d
e
n
v
o
l
l
s
c
h
r
i
f
t
"
u
n
d
"
K
u
r
z
s
c

h
r
i
f
t
"

1
9
7
3
B
l
i
n
d
e
n
s
t
u
d
i
e
n
a
n
s
t
a
l
t
M
a
r
b
u
r
g
L
a

h
n

）

（
続
く
）
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点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
七
三
）

著
作
権
法
改
正
（
下
）

山
内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

今
回
の
著
作
権
法
改
正
で
は
こ
の
他
に
第
三
七
条
第
二
項
が

（
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
自
動
公
衆
送
信
）
か
ら(

聴
覚
障
害

者
等
の
た
め
の
複
製
等
）
に
変
わ
り
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
第
三
七
条
の
二

聴
覚
障
害
者
そ
の
他
聴
覚
に
よ
る
表
現
の

認
識
に
障
害
の
あ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
五
項
に
お

い
て
「
聴
覚
障
害
者
等
」
と
い
う
）
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
を

行
う
者
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
利
用
の
区
分
に
応
じ
て
政
令
で

定
め
る
も
の
は
、
公
表
さ
れ
た
著
作
物
で
あ
っ
て
、
聴
覚
に
よ

り
そ
の
表
現
が
認
識
さ
れ
る
方
式
（
聴
覚
及
び
他
の
知
覚
に
よ

り
認
識
さ
れ
る
方
式
を
含
む
）
に
よ
り
公
衆
に
提
供
さ
れ
、
又

は
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
（
当
該
著
作
物
以
外
の
著
作
物
で
、

当
該
著
作
物
に
お
い
て
複
製
さ
れ
て
い
る
も
の
そ
の
他
当
該
著

作
物
と
一
体
と
し
て
公
衆
に
提
供
さ
れ
、
又
は
提
示
さ
れ
て
い

る
も
の
を
含
む
。
こ
の
条
に
お
い
て
「
聴
覚
著
作
物
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
専
ら
聴
覚
障
害
者
等
で
当
該
方
式
に
よ
っ

て
は
当
該
聴
覚
著
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
の
用
に

供
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
利
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
当
該
聴
覚
著
作
物
に
つ
い
て
、
著
作
権
者
又
は
そ
の
許
諾

を
得
た
者
若
し
く
は
第
七
五
条
の
出
版
権
の
設
定
を
受
け
た
者

に
よ
り
、
当
該
聴
覚
障
害
者
等
が
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
方

式
に
よ
る
公
衆
へ
の
提
示
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

一

当
該
聴
覚
著
作
物
に
係
る
音
声
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
文
字

に
す
る
こ
と
そ
の
他
当
該
聴
覚
障
害
者
等
が
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
方
式
に
よ
り
、
複
製
し
、
又
は
自
動
公
衆
送
信(

送
信

可
能
化
を
含
む
。
）
を
行
う
こ
と
。

二

専
ら
当
該
聴
覚
障
害
者
等
向
け
の
貸
出
の
用
に
供
す
る
た

め
、
複
製
す
る
こ
と
（
当
該
聴
覚
著
作
物
に
係
る
音
声
を
文
字

に
す
る
こ
と
そ
の
他
当
該
聴
覚
障
害
者
等
が
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
方
式
に
よ
る
当
該
音
声
の
複
製
と
併
せ
て
行
う
も
の
に

限
る
。
）
」

こ
の
条
項
に
対
し
て
日
本
図
書
館
協
会
は
以
下
の
よ
う
な
要

望
を
提
出
し
て
い
る
。

二
．
一
．
法
第
三
七
条
の
二
に
「
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行
う

者
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
利
用
の
区
分
に
応
じ
て
政
令
で
定
め

る
も
の
」
と
あ
り
、
二
つ
の
利
用
区
分
が
設
け
ら
れ
る
が
、
公

立
図
書
館
に
お
い
て
は
既
に
字
幕
ビ
デ
オ
を
製
作
し
て
い
る
館

が
あ
る
こ
と
や
、
今
後
，
障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
大
き
く
進

展
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
図
書
館
を
一

号
、
二
号
両
号
で
指
定
す
る
こ
と
。

二
．
二
．

同
条
、
「
た
だ
し
、
当
該
聴
覚
著
作
物
に
つ
い

て
、
著
作
権
者
又
は
そ
の
許
諾
を
得
た
者
若
し
く
は
第
七
九
条
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の
出
版
権
の
設
定
を
受
け
た
者
に
よ
り
、
当
該
聴
覚
障
害
者
等

が
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
方
式
に
よ
る
公
衆
へ
の
提
供
又
は

提
示
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
に
関

し
て
、
下
に
掲
げ
た
方
策
等
に
よ
り
、
現
状
の
障
害
者
へ
の
情

報
提
供
体
制
を
下
回
っ
た
り
、
限
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
し
か
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

こ
と
。

(

一)

図
書
館
な
ど
が
製
作
を
開
始
し
た
後
に
、
「
提
供
又
は

提
示
」
が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
，
出
版
社
等
に
情
報
開
示

の
指
導
等
を
行
う
こ
と
。

(

二)

価
格
上
の
問
題
で
、
実
質
的
に
購
入
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
購
入
量
が
減
少
し
た
り
し
、
結
果
と
し
て
障
害
者
へ
の
情

報
提
供
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
原
本
と
な
る
字

幕
等
の
な
い
映
像
資
料
の
価
格
と
比
較
し
て
適
正
な
価
格
と
な

る
よ
う
に
指
導
等
を
行
う
こ
と
。

三

営
利
を
目
的
と
し
な
い
上
演
等
（
法
第
三
八
条
第
五
項
関

係
）

三
．
一
．

図
書
館
が
字
幕
ビ
デ
オ
な
ど
を
貸
し
出
す
場
合
、

障
害
者
へ
の
情
報
提
供
の
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

補
償
金
を
実
質
的
に
支
払
わ
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
す
る
な
ど

配
慮
す
る
こ
と
。

※
こ
こ
で
は
、
映
像
に
字
幕
や
手
話
を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
そ
う
し
た
資
料
を
複
製
し
た
り
貸
し
出
し
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
施
設
に
公
立
図
書
館
も
入
る
こ
と
に
な
る
。
一

九
九
八
年
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
全
国
実
態
調
査
で
は
、
わ
ず
か

一
館
が
字
幕
入
り
ビ
デ
オ
を
制
作
し
た
と
回
答
し
て
い
る
の
み

で
あ
る
が
、
例
え
ば
大
阪
府
の
枚
方
市
立
図
書
館
に
は
、
日
本

手
話
を
第
一
言
語
と
す
る
図
書
館
員
が
お
り
、
手
話
字
幕
入
り

ビ
デ
オ
を
制
作
し
て
い
る
し
、
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

全
国
の
新
し
く
で
き
た
複
数
の
図
書
館
に
、
ビ
デ
オ
に
字
幕
を

入
れ
る
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
、

す
べ
て
の
公
立
図
書
館
が
、
「
聴
覚
障
害
者
そ
の
他
聴
覚
に
よ

る
表
現
の
認
識
に
障
害
の
あ
る
」
人
に
対
し
て
音
声
を
文
字
に

し
た
り
手
話
に
し
た
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
現
在
公
立
図
書
館
で
貸
し
出
さ

れ
て
い
る
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
著
作
権
の
関
係
か
ら
補
償
金
を

支
払
っ
た
も
の
で
な
い
と
自
由
に
貸
し
出
し
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
現
状
で
は
図
書
館
で
購
入
す
る
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
原

価
の
数
倍
の
補
償
金
を
支
払
っ
て
購
入
し
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
る
。
し
か
し
、
聴
覚
障
害
者
用
の
字
幕
ビ
デ
オ･

Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

に
関
し
て
は
補
償
金
を
支
払
わ
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
の
が
こ
の
要
望
で
あ
る
。

ま
た
字
幕
入
り
ビ
デ
オ
と
い
っ
て
も
洋
画
な
ど
通
常
の
せ
り

ふ
を
翻
訳
し
た
だ
け
の
字
幕
は
、
聴
覚
障
害
者
用
字
幕
と
は
言

え
な
い
。
洋
画
に
付
い
て
い
る
よ
う
な
字
幕
は
一
般
の
人
向
け

の
字
幕
で
あ
っ
て
、
聴
覚
障
害
者
用
の
字
幕
は
ま
た
違
っ
た
も

の
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
犯
人
が
部
屋
に
入
っ
て
い
っ
て
ド

ア
が
閉
ま
り
、
ピ
ス
ト
ル
の
発
射
音
が
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
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そ
こ
で
誰
か
が
撃
た
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
が
、
ピ
ス
ト

ル
の
発
射
音
が
聞
こ
え
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
何
が
起
こ
っ
た

の
か
が
分
か
ら
な
い
。
従
っ
て
聴
覚
障
害
者
用
の
字
幕
で
は
、

ピ
ス
ト
ル
が
発
射
さ
れ
た
こ
と
を
文
字
で
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
物
語
の
進
行
に
大
き
な
役
割
を
す
る
風
の
音
な

ど
も
文
字
で
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
聴

覚
障
害
者
用
の
字
幕
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
今
回
の
著
作
権
法
の
改
正
は
読
む
こ
と
や
聞

く
こ
と
に
障
害
の
あ
る
人
々
を
非
常
に
広
範
囲
に
対
象
と
し
、

し
か
も
今
後
現
れ
る
で
あ
ろ
う
媒
体
も
含
め
て
一
人
一
人
の
読

む
こ
と
，
聞
く
こ
と
の
障
害
に
合
っ
た
媒
体
に
よ
る
複
製
を
容

認
し
て
い
る
点
で
画
期
的
な
改
正
で
あ
る
。

今
ま
で
の
公
立
図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
は
ほ
と
ん
ど
が

視
覚
障
害
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
そ
れ
以
外
の
読
む
こ
と
に
障
害
の
あ
る
人
々
に
対
す
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
少
数
の
実
践
が
あ
る
だ
け

で
、
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ま
れ
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
の
改

正
に
よ
っ
て
様
々
な
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
の
障
害
に
対
し
て

公
立
図
書
館
が
政
令
で
定
め
ら
れ
た
施
設
に
な
れ
ば
、
今
ま
で

の
よ
う
に
そ
う
し
た
障
害
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。

公
立
図
書
館
は
様
々
な
読
む
こ
と
聞
く
こ
と
の
障
害
を
解
消
し

て
い
く
責
任
を
公
的
に
負
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

朝
日
新
聞
記
事
か
ら

ニ
ッ
ポ
ン

人
脈
記

漢
字
の
森
深
く

４

漢
点
字

世
界
が
色
づ
く

盲
学
校
を
農
学
校
と
聞
き
間
違
え
な
か
っ
た
ら
、
川
上
泰
一

の
人
生
は
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

戦
後
の
食
糧
事
情
が
厳
し
い
１
９
４
９
年
。
農
学
校
の
教
師

の
口
を
知
人
が
世
話
し
て
く
れ
た
。
「
こ
れ
で
食
い
物
は
大
丈

夫
」
。
と
こ
ろ
が
訪
ね
た
ら
大
阪
府
立
盲
学
校
だ
っ
た
。
や
む

な
く
物
理
の
教
師
に
な
る
。
戦
時
中
は
航
空
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、

視
覚
障
害
者
の
教
育
は
素
人
だ
っ
た
。

鍼
灸
師
を
め
ざ
す
生
徒
は
百
会
な
ど
難
し
い
つ
ぼ
の
名
前
を

し
ん
き
ゆ
う
し

ひ
や
く
え

覚
え
る
。
「
目
が
見
え
ん
の
に
漢
字
ど
な
い
し
て
ん
の
」
。
川

上
が
尋
ね
る
と
「
漢
字
っ
て
な
ん
や
」
「
え
っ
、
知
ら
ん
の

左
は
、
朝
日
新
聞

月

日
の
夕
刊
の
、
「
ニ
ッ
ポ
ン

11

30

人
脈
記
」
の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
、
転
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
川
上
先
生
並
び
に
村
田
先
生
と
と
も

に
、
本
会
の
活
動
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
執
筆

の
白
石
様
に
は
、
ご
丁
寧
な
ご
取
材
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
朝
日
新
聞
社
様
に
は
、
転
載
へ
の

ご
快
諾
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－ ８ －



か
」
。
心
底
、
驚
い
た
。

点
字
は
１
文
字
が
１
ま
す
六
つ
の
点
か
ら
な
り
、
仮
名
や
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
表
す
。
漢
字
は
無
縁
だ
。

「
な
ら
ば
お
れ
が
漢
字
の
点
字
を
作
る
」
。
点
字
さ
え
よ
く

知
ら
な
い
の
に
宣
言
し
た
。
あ
き
れ
た
同
僚
が
つ
け
た
あ
だ
名

は
大
風
呂
敷
。

最
も
苦
労
し
た
の
が
仮
名
と
漢
字
の
区
別
だ
。
考
え
ご
と
に

没
頭
し
て
道
端
の
溝
に
落
ち
た
。
「
そ
う
だ
、
六
つ
の
点
の
上

に
、
漢
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
点
を
二
つ
置
こ
う
」
。
し
か
し

１
ま
す
八
つ
も
点
が
あ
る
点
字
を
指
で
本
当
に
読
め
る
の
か
。

生
徒
が
実
験
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

漢
字
は
何
千
何
万
も
あ
る
。
ま
す
一
つ
だ
け
で
は
表
し
切
れ

な
い
。
「
木
」
は
１
ま
す
だ
が
、
「
林
」
な
ら
ば
２
ま
す
分
、

「
湘
（
し
ょ
う
）
」
と
も
な
れ
ば
３
ま
す
分
を
使
う
。
川
上
漢

点
字
は

年
に
発
表
さ
れ
た
。

70

「
日
本
語
が
こ
ん
な
に
豊
か
だ
っ
た
な
ん
て
」
「
難
し
い
漢

方
用
語
が
よ
く
理
解
で
き
る
」
。
学
ん
だ
人
た
ち
か
ら
喜
び
の

声
が
届
く
。

川
上
は

年
に

歳
で
逝
っ
た
。
臨
終
の
病
床
で
、
漢
点
字

94

77

を
打
つ
た
め
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
必
死
に
た
た
く
し
ぐ
さ
を
見
せ

た
。
戒
名
は
漢
点
院
修
徹
日
泰
居
士
。

妻
の
リ
ツ
エ
（

）
が
遺
志
を
継
い
だ
。
大
阪
府
吹
田
市
の

85

自
宅
で
、
日
本
漢
点
字
協
会
を
切
り
回
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
文

学
者
亀
山
郁
夫
（

）
の
新
訳
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」
の

60

漢
点
字
訳
が
、

月
に
完
成
し
た
ば
か
り
だ
。
全

巻
、
積
み

10

43

上
げ
れ
ば
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。

◇

◇

◇

◇

◇

◇

東
京
都
墨
田
区
の
鍼
灸
師
岡
田
健
嗣
（

）
は
強
度
の
弱
視

お

か

だ

た

け

し

60

に
生
ま
れ
、

歳
で
失
明
し
た
。

19

子
供
の
時
、
大
人
が
「
ボ
ジ
ョ
ウ
は
い
い
映
画
だ
」
と
話
し

て
い
た
。
ボ
ジ
ョ
ウ
っ
て
何
だ
。
漢
字
を
知
ら
な
い
こ
と
が
苦

し
く
て
な
ら
な
い
。
盲
学
校
で
お
経
を
暗
記
す
る
よ
う
に
つ
ぼ

の
名
前
を
覚
え
た
。
明
治
学
院
大
で
は
経
済
学
を
学
ん
だ
。

歳
で
漢
点
字
と
出
合
う
。
川
上
が
書
き
取
り
問
題
を
添
削

29
し
て
く
れ
た
。
「
無
理
に
覚
え
な
く
て
い
い
。
忘
れ
た
ら
調
べ

な
さ
い
」
。
優
し
い
励
ま
し
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

漢
字
の
豊
か
な
表
現
力
を
知
っ
て
岡
田
の
世
界
は
一
変
す

る
。
「
す
べ
て
が
白
黒
か
ら
極
彩
色
に
変
わ
っ
た
よ
う
で
し

た
。
漢
点
字
を
知
ら
な
か
っ
た
時
期
の
記
憶
が
消
え
ち
ゃ
っ
た

ほ
ど
で
す
。
ボ
ジ
ョ
ウ
も
、
そ
う
か
慕
う
に
情
け
だ
っ
た
の
か

と
」

年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
」
を

96
作
っ
た
。
漢
字
の
羽
で
自
由
に
飛
ぼ
う
。
そ
ん
な
思
い
を
こ
め

て
。
漢
点
字
の
表
現
力
を
追
究
し
た
く
て
、
「
論
語
」
や
中
国

文
学
者
白
川

静

の
字
書
「
常
用
字
解
」
な
ど
を
訳
し
て
き

し
ら
か
わ

し
ず
か

た
。

－ ９ －



朝
日
歌
壇
の
短
歌
も
漢
点
字
訳
し
て
い
る
。
自
称
ホ
ー
ム
レ

ス
の
歌
人
公
田
耕
一
の
作
品
が
好
き
だ
。

パ
ン
の
み
で
生
き
る
に
あ
ら
ず
配
給
の
パ
ン
の
み
み
に
て
一

日
生
き
る

こ
ん
な
歌
と
出
合
う
た
び
、
漢
字
が
読
め
る
喜
び
を
か
み
し

め
る
。

◇

◇

◇

◇

◇

◇

横
浜
国
立
大
教
授
の
村
田
忠
禧
（

）
は

年
、
漢
点
字
が

む

ら

た

た
だ
よ
し

63

91

読
め
る
全
盲
の
学
生
に
中
国
語
を
教
え
た
の
が
縁
で
、
漢
点
字

の
世
界
に
入
る
。
学
生
の
た
め
に
４
年
か
け
て
漢
点
字
版
の
漢

和
辞
典
を
作
っ
た
。
川
上
と
岡
田
が
協
力
し
て
く
れ
た
。

現
代
中
国
論
が
専
門
。
中
国
や
台
湾
の
点
字
は
日
本
の
仮
名

点
字
と
同
じ
く
発
音
し
か
表
せ
ず
、
漢
字
は
表
現
で
き
な
い
。

「
川
上
漢
点
字
の
考
え
方
を
生
か
し
、
日
中
共
同
で
中
国
語
版

の
漢
点
字
を
作
り
、
漢
字
の
母
国
に
恩
返
し
し
た
い
で
す
ね
」

全
国
に
約

万
人
い
る
視
覚
障
害
者
の
中
で
点
字
が
読
め
る

30

人
は
約
３
万
人
。
川
上
漢
点
字
と
な
る
と
１
千
人
弱
し
か
い
な

い
。
覚
え
や
す
い
仮
名
点
字
で
十
分
と
い
う
人
は
多
く
、
点
字

離
れ
も
進
ん
で
い
る
。

川
上
は
よ
く
語
っ
た
。
「
漢
点
字
の
学
習
は
登
山
に
似
て
苦

し
い
。
し
か
し
山
頂
に
は
文
化
の
光
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

る
」
。
漢
字
の
光
を
一
人
で
も
多
く
に
。
村
田
は
願
う
。

（
白
石
明
彦
）

点
字
公
明
記
事
か
ら

〝
言
葉
の
世
界
〟
広
が
る
漢
点
字

漢
字
を
点
字
で
表
す
「
漢
点
字
」
の
普
及
に
努
め
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
」
の
代
表
、

う

か

岡
田
健
嗣
さ
ん
に
、
豊
か
な
表
現
力
を
持
っ
た
漢
点
字
の
魅
力

た

け

し

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

漢
字
の
意
味
や
成
り
立
ち
を
表
す

漢
点
字
は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど

年
前
に
大
阪
府
立
盲
学
校

40

左
は
、
公
明
党
の
点
字
機
関
誌
「
点
字
公
明
」

月
号

11

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
点
字
誌
で
漢
点
字
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
極

め
て
稀
有
な
こ
と
で
す
。
我
が
国
の
視
覚
障
害
者
の
識
字

を
考
え
る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
よ
う
な
試
み
は
大
変

貴
重
な
も
の
で
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

多
方
面
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
拘
り
を
持
た

ず
、
虚
心
に
、
ご
検
討
・
ご
研
究
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
公
明
新
聞
様
に
は
転
載
を
ご
快
諾

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
横
浜
市
議
の
大
滝
先
生
に

は
、
大
変
お
骨
折
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

－ １０ －



教
諭
だ
っ
た
故
・
川
上
泰
一
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
で
す
。
従

来
の
仮
名
点
字
が
１
マ
ス
６
点
（
縦
３
点
、
横
２
点
）
で
で
き

て
い
る
の
に
対
し
、
漢
点
字
は
こ
の
６
点
の
上
に
漢
字
の
始
ま

り
（
始
点
）
と
終
わ
り
（
終
点
）
を
示
す
２
点
（
漢
点
字
符

号
）
を
加
え
、
１
マ
ス
８
点
（
縦
４
点
、
横
２
点
）
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

漢
点
字
の
特
徴
は
、
仮
名
点
字
の
体
系
を
生
か
し
つ
つ
も
、

仮
名
点
字
の
よ
う
に
単
語
の
「
音
」
を
表
す
の
で
は
な
く
、
漢

字
の
意
味
や
成
り
立
ち
、
構
成
を
表
し
て
い
る
点
で
す
。
例
え

ば
、
「
品
物
」
の
「
し
な
」
の
場
合
、
通
常
の
仮
名
点
字
が

「
し
」
と
「
な
」
と
表
記
す
る
と
こ
ろ
を
、
漢
点
字
は
「
く

ち
」
と
い
う
漢
字
を
三
つ
並
べ
、
「
し
な
」
の
漢
字
そ
の
も
の

を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
漢
字
と
同
様
、
１
つ
の
漢
点
字
に
複
数
の
読
み
（
音

訓
）
が
あ
り
、
目
前
の
「
も
く
」
、
目
玉
の
「
め
」
は
同
じ
漢

字
な
の
で
１
つ
の
漢
点
字
で
表
記
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
「
天

国
」
「
地
獄
」
「
極
楽
」
の
「
ご
く
」
は
同
音
異
義
語
な
の

で
、
別
々
の
漢
点
字
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

岡
田
さ
ん
は
、
「
『
か
な
し
い
』
と
い
う
表
現
一
つ
を
取
っ

て
も
、
悲
劇
の
『
ひ
』
と
い
う
漢
字
を
使
っ
た
『
悲
し
い
』

と
、
哀
愁
の
『
あ
い
』
と
い
う
漢
字
を
使
っ
た
『
哀
し
い
』
で

は
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
筆
者
の
思
い
も
意
味
も
違
う
で

し
ょ
う
。
曖
昧
模
糊
（
あ
い
ま
い
も
こ
）
と
し
て
い
た
言
葉
が

す
っ
き
り
と
整
理
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

日
本
語
本
来
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
え
る

漢
点
字
に
は
、
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
仮
名
点

字
の
「
き
」
に
漢
点
字
符
号
（
始
点
と
終
点
）
を
加
え
て
漢
点

字
と
し
た
場
合
、
植
木
の
「
き
」
と
い
う
漢
字
を
表
し
ま
す
。

同
様
に
、
仮
名
点
字
の
「
た
」
に
漢
点
字
符
号
を
加
え
た
も
の

は
、
田
畑
の
「
た
」
と
い
う
漢
字
に
な
り
ま
す
。

漢
点
字
に
は
、
こ
う
し
た
１
マ
ス
で
１
つ
の
漢
字
を
表
す
も

の
が

個
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
部
首
に
も
な
り
、

57

最
大
３
マ
ス
ま
で
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
常
用
漢
字
（
１
９

４
５
字
）
を
含
む
６
０
０
０
以
上
の
漢
字
を
表
し
ま
す
。
併
せ

て
、
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
の
区
別
も
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

漢
点
字
に
よ
っ
て
視
覚
障
害
者
も
、
仮
名
点
字
特
有
の
「
マ

ス
あ
け
」
（
分
か
ち
書
き
）
か
ら
解
放
さ
れ
、
漢
字
・
ひ
ら
が

な
・
カ
タ
カ
ナ
の
交
じ
っ
た
日
本
語
本
来
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
漢
点
字
の
具
体
例
を
別

紙
と
し
て
最
終
ペ
ー
ジ
に
挟
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

意
味
が
分
か
れ
ば
発
音
も
変
わ
る

岡
田
さ
ん
が
漢
点
字
と
出
合
っ
た
の
は
今
か
ら

年
前
の

30

29

歳
の
時
で
し
た
。
岡
田
さ
ん
は
「
『
漢
点
字
を
習
得
し
て
、
何

が
変
わ
っ
た
の
か
』
と
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
何
か
ら
何
ま
で
変

－ １１ －



かんてんじの ぱたーん

１ます かんてんじ ２ます かんてんじ

３ます かんてんじ

ぶんの れい：

（いぬと いっしょに さんぽした。）

１ます かんてんじ （おん・くんの じゅん）

もく め。 ぜん じ 。 だま あみの 。

もく ぼく き こ。 ざい 。うえ のは。

でん た。 えん すい 。 はた うえ いな 。

しゅ て。 じゅつ せん 。 がみ はたらき 。

じん にん ひと。にほん げん。 ごみ。

すい みず。 しつ。 がめ のみ 。

し わたくし。 がく ぶつ。 ごと。

しん こころ。 ぞー ぱい あん 。 づよい。

２ます かんてんじ （ふたつの よーそ）

（ へんの みぎがわに ） そー あい。 だん

ば 。 すみません。 (以下省略)

た
。左

に
漢
点
字
の
具
体
例
と
し
て
添
付
し
た
資
料
の
一
部
を
示

し
ま
す
。

わ
っ
た
。
自
分
の
名
前
を
漢
字
で
書
き
た
い
と
い
う
願
い
も
叶

う
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
通
信
教
育
で
漢
点
字
を
学
ん
だ
岡
田
さ
ん
は
、
漢

点
字
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
１
９
９
６

年
、
漢
点
字
を
学
ぶ
メ
ン
バ
ー
ら
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
」
を
発
足
。
漢
点
字
訳
書
の
作
成
、

学
習
会
の
開
催
、
機
関
紙
『
う
か
』
（
無
料
）
の
隔
月
発
行
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

漢
点
字
訳
書
の
作
成
で
は
、
翌

年
に
漢
和
辞
典
『
漢
字

97

源
』
の
点
字
版
全

巻
を
わ
ず
か
半
年
余
り
で
完
成
さ
せ
た
の

90

を
は
じ
め
、
毎
年
１
、
２
冊
ず
つ
製
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
点

字
版
『
漢
字
源
』
は
、
横
浜
市
議
会
公
明
党
の
大
滝
正
雄
議
員

お
お
た
き

ま

さ

お

が
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
横
浜
市
中
央
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
一

般
市
民
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
常
用
漢
字
の
基
本
字
典
『
常
用
字
解
』
（
白
川
静

著
）
の
漢
点
字
訳
に
挑
戦
中
で
、
前
半
部
は
す
で
に
完
成
し
同

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
後
半
部
も
年
明
け
に
完
成
・
寄
贈
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
人
名
用
漢
字
の
基
本
字
典
『
人
名
字

解
』
（
同
）
の
編
集
も
進
め
て
い
ま
す
。

学
習
会
は
、
横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
同
市
中

区
）
で
隔
月
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
、
岡
田
さ

ん
の
作
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
漢
字
の
意
味
や
成
り
立
ち
、
漢
点
字

の
書
き
方
を
１
文
字
ず
つ
学
ん
で
い
ま
す
。
参
加
者
の
女
性
は

「
漢
字
の
意
味
が
分
か
れ
ば
発
音
も
変
わ
る
。
言
葉
の
世
界
が

広
が
っ
て
い
く
」
と
漢
点
字
の
奥
深
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し

－ １２ －



Ｃ
Ｓ
通
信
記
事
か
ら

学
生
紹
介

社
会
福
祉
実
習
を
終
え
て

東
京
都

岡
田

健
嗣

私
は
、
２
０
０
５
年
に
成
立
し
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
い
て
、
障
害
者
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
事
業
を
起
こ
し
ま
し
た
。

介
護
福
祉
士
は
、
こ
の
事
業
に
欠
か
せ
な
い
資
格
で
あ
り
、
介

護
福
祉
士
受
験
資
格
獲
得
を
目
標
に
一
念
発
起
し
て
専
攻
科
に

入
学
し
ま
し
た
。

左
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
誌
「
Ｃ
Ｓ
通
信
」
か
ら
転

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
の
初
秋
に
岡
田
が
、

東
京
都
墨
田
区
に
ご
ざ
い
ま
す
特
養
老
人
施
設
「
東
京
清

風
園
」
で
、
社
会
福
祉
の
実
習
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
折
り
の
感
想
文
で
す
。
十
日
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

職
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
を
お
か
け
致
し
ま
し
た

こ
と
、
ま
た
大
変
よ
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
様
に

は
、
普
段
か
ら
お
世
話
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
、

並
び
に
記
事
の
転
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
実
習
は
、
８
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
行
な
い

ま
し
た
。
高
齢
者
の
介
護
現
場
は
初
め
て
の
体
験
で
、
利
用
者

と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
想
像
し
て
い
た
こ
と
と
現
実
と
の
乖

離
に
思
わ
ず
尻
込
み
を
す
る
よ
う
な
思
い
も
し
ま
し
た
。

私
は
視
覚
障
害
者
で
す
の
で
、
実
習
に
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

に
同
行
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
と
も
に

勉
強
を
す
る
と
い
う
の
も
、
私
に
と
っ
て
は
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
や
リ
ポ
ー
ト
課
題
か
ら
学
ぶ
も
の
と
は
異
な
る
自

分
の
体
験
か
ら
の
学
び
は
、
現
場
実
習
だ
か
ら
の
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
仕
事
や
人
生
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

おしぼりとうけ皿洗い

をしている岡田さん
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「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
例
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
０
９
年

月
７
日
（
水
）

：

～

47

10

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

台
風

号
が
近
づ
き
、
情
況
に
よ
っ
て
は
会
を
早
め
に
切
り

18

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
心
配
し
た
が
、
幸
い
こ
の
日

は
雨
も
普
通
の
傘
を
使
う
程
度
で
済
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
翌
日
の

８
日
は
、
東
京
近
郊
は
交
通
が
寸
断
さ
れ
て
電
車
の
中
で
５
時

間
も
缶
詰
め
状
態
に
さ
れ
た
方
々
が
い
た
と
聞
き
、
会
と
し
て

は
一
日
違
い
で
今
回
は
助
か
っ
た
と
思
っ
た
。
も
っ
と
も
近
畿

地
方
の
被
害
は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
と
の
報
道
で
あ
る
。

今
日
も
漢
文
の
書
き
方
と
「
博
物
館
」
の
入
力
方
法
に
つ
い

て
、
既
に
作
ら
れ
た
も
の
を
使
っ
て
、
岡
田
さ
ん
が
詳
細
に
具

体
的
に
説
明
し
た
。

第

回
例
会

２
０
０
９
年

月

日
（
水
）
、

：

～

48

11

11

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
２
会
議
室

15

30

「
漢
文
の
読
み
方
を
実
際
に
入
力
し
て
い
く
と
、
墨
字
原
本

で
は
沢
山
の
記
号
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か

し
、
点
字
に
置
き
換
え
た
と
き
、
あ
ま
り
複
雑
に
記
号
が
あ
る

の
は
読
み
づ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
岡
田
さ
ん
を
初
め
み
ん
な

で
頭
を
悩
ま
し
た
。

「
博
物
館
」
の
方
も
少
し
検
討
を
は
じ
め
た
が
、
こ
ち
ら
は

全
く
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
。

＊

予
告

月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
０
９
年

月
９
日
（
水
）

12

49

12

：

～

：

、
７
階
集
会
室
（
畳
の
部
屋
）

13

30

15

30

第

回
学
習
会

２
０
０
９
年

月

日(

第
３
土
曜
日)

33

12

19

：

～

：

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

17

30

20

30

２
０
１
０
年
１
月
の
例
会
（
第

回
）

２
０
１
０
年

50

１
月

日
（
水
）

：

～

：

７
階
第
１
会
議
室

13

13

30

15

30

第

回
学
習
会

２
０
１
０
年
１
月

日(

第
３
土
曜
日)

34

23

：

～

：

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

18

30

20

30

２
０
１
０
年
２
月
の
例
会
（
第

回
）

２
０
１
０
年

51

２
月

日
（
水
）

：

～

：

７
階
第
１
会
議
室

10

13

30

15

30

第

回
学
習
会

２
０
１
０
年
２
月

日(

第
３
土
曜
日)

35

20

：

～

：

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

18

30

20

30

わ
た
く
し
ご
と

地
歌
箏
曲
に
「
残
月
」
と
い
う
曲
が
あ
る
。
作
曲
者
の
峯
崎

み
ね
ざ
き

勾
当
の
門
人
に
、
宗
右
衛
門
町
の
松
屋
某
の
娘
が
い
た
。
そ
の

こ
う
と
う

娘
は
才
媛
で
あ
っ
た
が
若
く
し
て
世
を
去
っ
た
。
そ
の
追
善
供

養
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
こ
の
曲
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

－ １４ －



峯
崎
勾
当
は
、
初
代
豊
賀
検

校
の
弟
子
で
、
大
阪
で
活
躍

と

よ

が

け
ん
ぎ
よ
う

し
た
。
三
弦
の
名
手
で
あ
り
、
優
れ
た
作
曲
家
で
、
今
な
お
沢

山
の
曲
が
、
各
流
派
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
確

実
な
生
没
年
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
恩
師
の
豊
賀
検
校

の
た
め
の
追
善
曲
「
袖
香
炉
」
が
天
明
５
（
１
７
８
５
）
年
に

そ
で

こ
う
ろ

つ
く
ら
れ
、
文
政
４
（
１
８
２
１
）
年
に
は
、
上
方
の
歌
舞
伎

役
者

嵐

璃
寛
の
た
め
の
追
善
曲
「
袖
の
香
」
が
つ
く
ら
れ
て

あ
ら
し

り

か

ん

そ
で

か

い
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。

中
塩
幸
祐
氏
は
、
勾
当
は
生
涯
独
身
で
通
し
た
の
で
は
な
い

な
か
し
お
こ
う
ゆ
う

か
と
推
察
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
作
品
以
外
、
私
的
な

こ
と
は
な
に
も
分
か
ら
な
い
の
だ
と
言
う
。

「
残
月
」
の
歌
詞

磯
辺
の
松
に
葉
隠
れ
て
、

沖
の
方
へ
と
入
る
月
の
、

い

光
や
夢
の
世
を
早
う
、

は
よ

覚
め
て
真
如
の
明
ら
け
き
、

月
の
都
に
住
む
や
ら
ん
、

（
手
ご
と
）

今
は
伝
て
だ
に
朧
夜
の
、

つ

月
日
ば
か
り
は
廻
り
来
て
。

め
ぐ

（
通
釈
─
磯
辺
の
松
の
葉
に
隠
れ
て
、
沖
の
方
へ
沈
ん
で
行

く
月
は
あ
の
方
で
あ
ろ
う
か
。
夢
の
よ
う
な
こ
の
世
の
迷
い
か

ら
、
早
く
目
覚
め
て
、
悟
り
の
世
界
の
澄
み
切
っ
た
月
の
都

【
極
楽
浄
土
】
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
は
伝
【
つ
て
、
伝
言
】
す
る
行
方
さ
へ
お
ぼ
ろ
に
な
り
、

月
日
ば
か
り
が
め
ぐ
っ
て
く
る
。
）

気
高
く
気
品
に
満
ち
た
こ
の
曲
は
、
詩
を
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
、
深
い
情
を
感
じ
る
。

曲
全
体
を
聴
く
と
、
ゆ
っ
く
り
し
た
前
弦
き
か
ら
は
じ
ま

ま

え

び

り
、
前
唄
は
渋
く
重
々
し
い
。
そ
し
て
手
事
は
、
技
巧
の
限
り

ま
え
う
た

て

ご

と

を
尽
く
し
た
五
段
の
ち
ら
し
は
、
華
や
か
な
が
ら
、
け
っ
し
て

き
ら
き
ら
し
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
深
み

が
あ
る
。
こ
の
華
や
か
さ
の
あ
る
調
べ
に
は
、
死
者
に
手
向
け

る
献
花
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
後
唄
は
か
な
り
短
い
が
、
哀

あ
と
う
た

切
き
わ
ま
り
な
い
悲
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
た
っ
ぷ

り
と
余
韻
を
残
し
、
初
め
て
聴
い
た
曲
な
の
に
、
い
つ
ま
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
鎮
魂
と
追
憶
と
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
。「

残
月
」
は
こ
の
よ
う
に
格
調
の
高
い
、
均
衡
の
取
れ
た
出

来
栄
え
か
ら
見
て
も
、
勾
当
が
、
夭
折
し
た
弟
子
の
死
を
、
ど

れ
ほ
ど
惜
し
ん
で
い
た
か
が
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
磯
辺
の
松

の
葉
に
隠
れ
て
入
っ
て
し
ま
っ
た
月
は
、
こ
の
娘
な
の
で
あ

る
。
松
の
葉
に
隠
れ
て
も
、
彼
の
心
に
は
澄
み
切
っ
た
月
が
映

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

後
唄
の
、
い
と
お
し
い
人
は
去
っ
て
し
ま
い
、
別
れ
て
、
も

う
語
り
あ
え
る
相
手
は
な
く
な
り
、
月
日
ば
か
り
が
む
な
し
く

－ １５ －



過
ぎ
て
ゆ
く
。
こ
ん
な
悲
し
い
思
い
を
経
験
し
て
い
る
人
は
多

い
の
で
は
な
い
か
。
わ
た
し
た
ち
の
心
を
打
つ
の
は
、
こ
ん
な

共
通
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

松
屋
某
の
娘
が
何
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
か
、
そ
の
と
き
峯
崎

勾
当
が
何
歳
で
あ
っ
た
の
か
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

幾
つ
か
の
解
説
を
見
る
と
、
「
残
月
」
と
い
う
曲
名
は
、
娘
の

法
名
「
残
月
信
女
」
か
ら
と
っ
た
の
だ
と
言
う
。
ま
た
、
中
国

の
「
杜
子
美
」
の
詩
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ

と

し

び

た
。わ

た
し
が
こ
の
曲
を
初
め
て
聴
い
た
の
は
、
も
う
三
、
四
十

年
も
前
の
、
知
人
の
お
琴
の
お
さ
ら
い
会
へ
行
っ
た
と
き
で
あ

る
。
な
ん
と
も
言
え
な
い
荘
厳
さ
！
し
か
も
手
事
の
部
分
で
は

華
麗
で
あ
る
。
曲
名
も
作
曲
者
も
、
ど
な
た
が
演
奏
し
て
い
る

の
か
さ
え
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
た
だ
心
が
引
き
締
ま
る
よ
う

な
想
い
が
し
た
。

お
琴
の
お
さ
ら
い
会
と
い
う
の
は
、
一
人
（
あ
る
い
は
二

人
）
の
師
匠
の
門
人
た
ち
の
、
日
頃
の
お
稽
古
の
成
果
を
発
表

す
る
会
で
、
１
日
に

曲
近
く
、
お
琴
や
三
味
線
が
演
奏
さ
れ

30

る
。
わ
た
し
が
初
め
て
行
っ
た
お
さ
ら
い
会
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
切
を
読
ん
で
い
た
だ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
日
、
聴
い
て
い

る
と
、
こ
の
忘
れ
が
た
い
曲
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
あ
と
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
峯
崎
勾
当
の
「
残
月
」
と

分
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
何
度
か
こ
の
曲
を
聴
い
て
い
る
う
ち

に
、
ラ
ジ
オ
の
邦
楽
の
時
間
で
、
勾
当
の
門
人
の
中
の
ひ
と
り

の
娘
が
夭
折
し
、
そ
の
追
善
に
作
曲
さ
れ
た
の
だ
と
知
り
、
そ

の
気
高
さ
の
訳
が
理
解
で
き
た
。
そ
し
て
最
初
に
思
っ
た
の

は
、
若
く
し
て
逝
っ
た
娘
の
無
念
さ
、
肉
親
た
ち
の
悲
し
み
、

恐
ら
く
こ
の
道
に
秀
で
た
才
能
を
持
ち
、
心
根
の
優
し
い
人
柄

を
も
想
像
さ
れ
、
師
匠
の
勾
当
か
ら
大
切
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
な
ど
思
い
合
わ
せ
て
、
こ
の
高
貴
な
曲
が
生
ま
れ
た
の
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

わ
た
し
は
友
人
か
ら
い
た
だ
い
た
、
二
種
類
の
違
っ
た
タ
イ

プ
の
「
残
月
」
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
持
っ
て
い
る
。
京
、
大

阪
系
の
「
残
月
」
を
代
表
す
る
よ
う
な
、
米
川
文
子
さ
ん
と
米

川
敏
子
さ
ん
の
お
琴
と
三
弦
の
も
の
と
、
九
州
系
を
代
表
す
る

矢
木
敬
二
さ
ん
の
三
弦
と
山
口
五
郎
さ
ん
の
尺
八
の
演
奏
で
あ

る
。
今
の
と
こ
ろ
コ
ウ
オ
ツ
付
け
が
た
い
魅
力
を
も
っ
て
い

る
。
と
き
ど
き
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
気
分
に
併
せ
て
楽
し
ん
で

い
る
。

＊

参
考
─
「
山
戸
朋
明
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
、
「
邦
楽
入

門
」
（
杉
昌
郎
、
文
献
出
版
）
、
「
邦
楽
百
科
辞
典
」
（
音
楽

之
友
社
）
、
「
先
師
の
足
跡
」
（
中
塩
幸
祐
、
日
本
盲
人
会
連

合
音
楽
部
会
）

「
生
田
、
山
田
両
流
琴
歌
全
解
」
（
今
井
通
郎
、
武
蔵
野
書

院
）
、
そ
の
他

２
０
０
９
年

月
３
日

12
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東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第
６
回
（
第

回
）
報
告

21

30

１

日
時

平
成

年
９
月

日

(

土)
21

19

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
三
回
（
全
十
回
）
」
点
字
編
、
墨
字
編

レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
：
父
、
母
、
上
、
中
、
下
、
右
、
左
、

大
、
小
、
出
、
入
、
天
、
太
、
夫
、
片
、
高

５

学
習
内
容

（
１
）
連
絡
事
項
（
省
略
）

（
２
）
前
回
の
復
習

１
１
７
「
防

」
つ
く
り
の
〝
方

〟
は
堤
防
を
意
味

し
、
土
を
盛
っ
て
外
か
ら
の
害
を
防
ぐ
。

１
１
８
「
明

」
窓
か
ら
月
の
光
が
射
し
込
み
室
内
を
明

る
く
照
ら
す
様
。

１
１
９
「
庫

」
訓
読
み
の
〝
く
ら
〟
の
熟
語
と
し
て
、

〝
兵
庫
（
つ
わ
も
の
ぐ
ら
：
武
器
庫
〟
〝
庫
だ
し
〟
〝
庫
移
し

（
く
ら
う
つ
‐
し
）
〟
や
名
前
に
用
い
る
。

１
２
０
「
連

」

１
２
１
「
更

」
他
の
熟
語
と
し
て
、
〝
更
科
（
さ
ら
し

な
）
〟
〝
今
更
（
い
ま
さ
ら
〟
〝
殊
更
（
こ
と
さ
ら
）
〟
地
名

に
〝
木
更
津
（
き
さ
ら
づ
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
今
回
の
学
習
内
容

テ
キ
ス
ト
第
三
回
、

複
合
文
字

（
１
）

７
．
漢
数
字
お
よ
び
第
１
基
本
文
字
を
部
首
と
し
た
文
字(

７)

＊

更

｛
日
（
リ
下
が
り
：
２
・
３
・
６
の
点
）
と
人

（
ナ
：
１
・
３
の
点
）
｝
を
含
む
文
字

１
２
２
「
便

」
第
２
人
偏
（
４
・
６
の
点
）
と
人
（
ナ

：
１
・
３
の
点
）
）
で
表
し
、
日
の
部
分
は
省
略
。
字
式
は
人

偏
＋
更
。
音
読
み
の
ベ
ン
は
呉
音
、
ビ
ン
は
慣
用
音
、
ヘ
ン
は

漢
音
。
訓
読
み
に
〝
よ
す
が
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
は
、
〝
穏
便

（
お
ん
び
ん
）
〟
〝
軽
便
（
け
い
べ
ん
）
〟
〝
方
便
（
ほ
う
べ

ん
）
〟
〝
便
乗
（
び
ん
じ
ょ
う
）
〟
〝
不
便
〟
な
ど
が
あ
る
。

＊

能
（
ラ
：
１
・
５
の
点
と
ノ
：
２
・
３
・
４
の
点
）
と

能
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
１
つ
。

１
２
３
「
能

」
月
（
ラ
：
１
・
５
の
点
）
と
ノ
で
表

す
。
字
式
は
ム
／
月
＋
ヒ
／
ヒ
。
水
の
中
の
虫
の
形
か
ら
き
て

い
る
。
右
側
の
ヒ
／
ヒ
は
虫
の
足
を
意
味
す
る
。
音
読
み
の
ノ

ウ
は
呉
音
。
訓
読
み
に
は
〝
は
た
ら
‐
く
〟
〝
え
〟
名
前
に

〝
よ
し
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
は
〝
万
能
〟
〝
技
能
〟
〝
知
能
〟

〝
芸
能
〟
〝
効
能
〟
〝
性
能
〟
〝
本
能
〟
〝
才
能
〟
地
名
に

〝
能
登
〟
〝
能
代
〟
な
ど
が
あ
る
。

１
２
４
「
態

」
月
（
能
の
ノ
は
省
略
）
と
心
（
ル
下
が
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り
：
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
能
／
心
。
音
読
み

の
タ
イ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
さ
ま
、
わ
ざ
わ
ざ
、
な
り

〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
形
態
〟
〝
擬
態
〟
〝
事
態
〟
〝
重
態
〟

〝
媚
態
〟
〝
態
様
〟
、
他
に
〝
虚
態
（
そ
ら
わ
ざ
）
〟
〝
負
態

（
ま
け
わ
ざ
）
〟
〝
態
々
（
わ
ざ
わ
ざ
）
〟
な
ど
。

４

基
本
文
字
（
３
）

比
較
文
字

１
．
対
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
を
な
す
比
較
文
字
（
１
）

比
較
符
号
（
４
・
５
の
点
）
を
用
い
て
表
わ
す
。

＊

「
父
」
と
「
母
」

（
１
）
「
父

」
４
・
５
の
点
と
チ
（
１
・
２
・
３
・
５

の
点
）
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
フ
は
漢
音
。
交
差
す
る
形
は
、

刈
る
、
切
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
熟
語
に
〝
伯
父
・
叔
父
・

小
父
（
お
じ
）
〟
〝
秩
父
（
ち
ち
ぶ
）
〟
〝
岳
父
（
が
く
ふ
）

〟
〝
漁
夫
（
ぎ
ょ
ふ
）
の
利
〟
な
ど
。

（
２
）
「
母

」
４
・
５
の
点
と
ハ
（
１
・
３
・
６
の

点
）
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
ボ
は
慣
用
音
、
ム
・
モ
は
呉
音
、

ボ
ウ
は
漢
音
。
熟
語
は
〝
叔
母
・
伯
母
・
小
母
（
お
ば
）
〟

〝
乳
母
（
う
ば
）
〟
〝
母
屋(

お
も
や)

〟
〝
雲
母(

う
ん
も)
〟

〝
入
母
屋
（
い
り
も
や
）
〟
〝
鬼
子
母
神
（
き
し
も
じ
ん
）
〟

〝
良
妻
賢
母
〟
他
に
〝
安
母
尼
亜
（
ア
ン
モ
ニ
ア
）
〟
〝
水
母

（
く
ら
げ
）
〟
な
ど
。

＊

「
上
・
中
・
下
」

（
３
）
「
上

」
４
・
５
の
点
と
ウ(

１
・
４
の
点)

で
表

わ
す
。
手
の
平
を
上
に
向
け
た
形
を
意
味
す
る
音
読
み
の
ジ
ョ

ウ
は
呉
音
、
シ
ョ
ウ
は
漢
音
。
熟
語
に
〝
上
人
（
し
ょ
う
に

ん
）
〟
〝
仕
上
げ
〟
〝
上
期(

か
み
き)

〟
地
名
に
〝
上
総(

か

ず
さ)

〟
名
前
に
〝
上
野
介(

こ
う
ず
け
の
す
け)

〟
な
ど
。

（
４
）
「
中

」
４
・
５
の
点
と
ウ
下
が
り
（
２
・
５
の

点
）
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
チ
ュ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
元
は
、
戦

の
際
、
前
衛
、
中
衛
、
後
衛
、
の
陣
を
敷
き
、
真
中
の
部
隊
が

掲
げ
る
吹
流
し
を
意
味
す
る
。
熟
語
に
〝
中
枢
〟
〝
夢
中
、
霧

中
〟
〝
道
中
〟
〝
中
華
〟
〝
中
庸
〟
地
名
に
〝
地
中
海
〟
〝
中

近
東
〟
〝
中
国
〟
な
ど
。

（
５
）
「
下

」
４
・
５
の
点
と
３
・
６
の
点
で
表
わ

す
。
手
の
平
を
下
に
向
け
た
形
を
意
味
す
る
。
音
読
み
の
カ
は

漢
音
、
ゲ
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
下
手
（
し
た
て
、
へ
た
）
〟

〝
以
下
〟
〝
下
駄
〟
〝
下
地(

し
た
じ)

〟
〝
下
司
（
げ
す
）
〟

〝
月
下
美
人
〟
〝
月
下
氷
人
〟
〝
下
拵
い(

し
た
ご
し
ら
い)

〟

地
名
に
〝
下
呂
（
げ
ろ
）
〟
〝
下
野
（
し
も
つ
け
）
〟
他
に
〝

氷
下
魚
（
こ
ま
い
）
〟
な
ど
。

平
成

年
度

第
７
回
（
第

回
）
報
告

21

31

１

日
時

平
成

年

月

日
（
土
）

21

10

17

時

分
～

時

分

18

25

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
三
回
（
全
十
回
）
点
字
編
、
墨
字
編
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レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
：
右
、
左
、
大
、
小
、
出
、
入
、
天
、

太
、
夫
、
片
、
高

５

学
習
会
内
容

（
１
）
連
絡
事
項
（
省
略
）

（
２
）
前
回
の
復
習

１
２
２
「
便

」
／

１
２
３
「
能

」
／

１
２
４
「
態

」

４

基
本
文
字
（
３
）

比
較
文
字

「
比
較
文
字
」
は
、
一
般
の
漢
字
の
世
界
に
は
無
い
表
わ
し

方
で
、
漢
点
字
で
は
指
事
文
字
と
し
て
使
わ
れ
る
。
一
マ
ス
目

に
４
・
５
の
点
（
比
）
を
用
い
て
表
わ
す
。

(

１)

「
父

」

(

２)

「
母

」
(

３)

「
上

」

(

４)

「
中

」

(

５)

「
下

」

・
上
、
下
に
続
く
同
じ
漢
字
で
も
読
み
が
異
な
る
。
上
手

（
う
わ
て
、
か
み
て
、
じ
ょ
う
ず
）

下
手
（
し
た
て
、
し
も

て
、
へ
た
）
。
上
司
（
じ
ょ
う
し
）
、
下
司
（
げ
す
）
な
ど
。

（
３
）
今
回
の
学
習
内
容

テ
キ
ス
ト
第
三
回
、
複
合
文
字
（
１
）

４

基
本
文
字
（
３
）

比
較
文
字

＊

「
右
」
と
「
左
」

（
６
）
「
右

」
４
・
５
の
点
と
５
・
６
の
点
で
表
わ

す
。
音
読
み
の
ユ
ウ
は
漢
音
、
ウ
は
呉
音
。
口
の
部
分
は
サ
イ

を
意
味
す
る
。
熟
語
に
〝
右
手
（
み
ぎ
て
、
め
て
）
〟
〝
座
右

の
銘
〟
〝
右
腕
〟
〝
右
文
（
ゆ
う
ぶ
ん
：
文
学
を
重
ん
ず
る
こ

と
）
〟
〝
右
記
〟
な
ど

（
７
）
「
左

」
４
・
５
の
点
と
イ
下
が
り
（
２
・
３
の

点
）
の
点
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
サ
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に

〝
左
官
〟
〝
左
団
扇
〟
〝
左
記
〟
な
ど
。

・
右
、
左
が
入
っ
た
熟
語
に
〝
前
後
左
右
〟
〝
一
左
右
（
い

っ
そ
う
：
一
度
の
便
り
）
〟
〝
右
近
の
橘
、
左
近
の
桜
〟
〝
左

右
に
託
す
：
明
確
に
せ
ず
そ
の
場
を
に
ご
す
〟
な
ど
。

＊

「
大
」
と
「
小
」

（
８
）
「
大

」
４
・
５
の
点
と
ケ
（
１･

２･

４･

６
の

点
）
の
点
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
タ
イ
・
タ
は
漢
音
、
ダ
イ
・

ダ
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
大
工
〟
〝
大
地
〟
〝
偉
大
〟
〝
大
事
〟

〝
大
人
〟
〝
大
蛇
（
お
ろ
ち
、
だ
い
じ
ゃ
）
〟
〝
大
臣
〟
〝
大

仏
〟
、
地
名
に
〝
大
津
（
お
お
つ
）
〟
〝
大
宰
府
（
だ
ざ
い

ふ
）
〟
〝
大
阪
〟
〝
大
島
〟
〝
大
分
〟
な
ど
。

（
９
）
「
小

」
４
・
５
の
点
と
ソ
（
２
・
４
・
５
・
６

の
点
）
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
シ
ョ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に

〝
小
説
〟
〝
小
粒
〟
〝
小
賢
し
い
〟
〝
小
春
日
和
〟
〝
小
夜

（
さ
よ
）
〟
〝
小
町
〟
、
地
名
に
〝
小
樽
〟
〝
小
笠
原
〟
〝
小

倉
〟
〝
小
田
原
〟
〝
小
豆
島
〟
他
の
読
み
と
し
て
〝
小
角
（
く

だ
ぶ
え
：
小
さ
い
笛
）
〟
、
大
小
を
含
む
も
の
と
し
て
〝
莫
大

小
（
メ
リ
ヤ
ス
）
〟
〝
大
豆
（
だ
い
ず
）
〟
〝
小
豆
（
あ
ず

き
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

＊

「
出
」
と
［
入
」
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（

）
「
出

」
４
・
５
の
点
と
ヘ
（
１
・
２
・
３
・
４

10

・
６
の
点
）
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
シ
ュ
ツ
・
ス
イ
は
い
ず
れ

も
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
出
家
〟
〝
出
世
〟
〝
門
出
〟
〝
出
色

〟
〝
小
出
し
〟
〝
出
納
（
ス
イ
ト
ウ
）
〟
〝
露
出
〟
〝
出
初

（
で
ぞ
め
）
〟
〝
出
水
（
い
ず
み
）
〟
〝
出
梅
（
つ
ゆ
あ
け
）

〟
、
地
名
に
〝
出
石
（
い
ず
し
）
〟
な
ど
。

（

）
「
入

」
４
・
５
の
点
と
ナ
（
人
：
１
・
３
の

11

点
）
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
ニ
ュ
ウ
は
呉
音
、
ジ
ュ
ウ
は
漢

音
、
ジ
ュ
は
慣
用
音
。
訓
読
み
に
〝
し
お
〟
が
あ
る
。
熟
語
に

〝
介
入
〟
〝
輸
入
〟
〝
入
浴
〟
〝
入
魂
（
ジ
ッ
コ
ン
）
〟
〝
入

水
（
ジ
ュ
ス
イ
）
〟
〝
絶
入
（
ゼ
ツ
ジ
ュ
：
気
絶
す
る
）
〟

〝
入
梅
（
つ
ゆ
い
り
）
〟
〝
幾
入
（
い
く
し
お
：
布
を
幾
度
か

染
め
る
）
〟
〝
初
入
（
は
つ
し
お
：
紅
葉
し
始
め
る
こ
と
）
〟

〝
一
入
（
ひ
と
し
お
：
ひ
と
き
わ
）
〟
〝
白
八
入
（
し
ろ
や
し

お
：
ツ
ツ
ジ
の
一
種
）
〟
〝
一
入
再
入
（
イ
チ
ジ
ュ
ウ
サ
イ
ジ

ュ
ウ
：
布
を
何
度
も
染
め
る
）
〟
な
ど
。

＊

大
の
近
似
文
字

（
１
）
「
天

」

１
の
点
と
ケ
（
１
・
２
・
４
・
６
の

点
）
の
点
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
テ
ン
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み

に
〝
そ
ら
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
天
晴
れ
（
あ
っ
ぱ
‐
れ
）
〟

〝
天
体
〟
〝
天
気
〟
〝
天
辺
（
テ
ッ
ペ
ン
）
〟
〝
天
才
〟
〝
天

邪
鬼
（
あ
ま
の
じ
ゃ
く
）
〟
〝
天
皇
（
て
ん
の
う
、
す
め
ら

ぎ
）
〟
〝
韋
駄
天
（
イ
ダ
テ
ン
）
〟
〝
天
麩
羅
〟
、
他
の
読
み

と
し
て
〝
天
牛
（
か
み
き
り
む
し
）
〟
〝
天
蛾
（
す
ず
め
が
）
〟

〝
信
天
翁
（
あ
ほ
う
ど
り
）
〟
〝
天
糸
瓜
（
へ
ち
ま
）
〟
〝
天

鵞
絨
（
ビ
ロ
ー
ド
）
〟
、
地
名
に
〝
天
橋
立
〟
〝
天
塩
〟
〝
高

天
原
〟
〝
天
草
〟
な
ど
。

（
２
）
「
太

」

２
の
点
と
ケ
で
表
わ
す
。
音
読
み
の

タ
イ
は
漢
・
呉
音
、
タ
・
ダ
は
慣
用
音
。
音
読
み
に
は
な
は
だ

‐
し
い
、
お
お
、
も
と
、
名
前
に
ふ
と
し
。
熟
語
に
〝
太
刀
〟

〝
丸
太
〟
〝
太
子
〟
〝
明
太
（
め
ん
た
い
）
〟
〝
心
太
（
と
こ

ろ
て
ん
）
〟
、
地
名
に
〝
樺
太
〟
〝
太
宰
府
〟
〝
太
秦
（
う
ず

ま
さ
）
〟
〝
伊
太
利
（
イ
タ
リ
ヤ
）
〟
〝
濠
太
剌
利
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ヤ
）
〟
〝
墺
太
利
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
〟
〝
太
平
洋
〟

な
ど
。

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

見
果
て
ぬ
夢
を
（
十
八
）

山

本

優

子

十
六

見
は
て
ぬ
夢
を
（
承
前
）

一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
年
）
三
月
の
学
期
が
終
了
し
た

時
点
で
森
は
潔
く
身
を
引
き
、
訓
盲
院
を
去
っ
た
。
増
江
の
う

ち
に
は
、
苦
い
も
の
が
残
っ
た
。

森
は
、
そ
の
後
私
立
神
戸
盲
人
技
術
学
校
を
開
設
し
、
校
長

と
し
て
教
育
に
尽
く
し
た
。
後
の
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四

年
）
に
当
校
は
、
「
神
戸
盲
学
校
」
と
な
っ
た
訓
盲
院
と
合
併

す
る
。
さ
ら
に
県
立
に
移
管
さ
れ
、
「
兵
庫
県
立
盲
学
校
」
へ
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と
発
展
す
る
た
め
の
道
筋
を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
年
）
を
迎
え
、
増
江
宛
に
一
通

の
手
紙
が
舞
い
込
ん
だ
。
差
出
人
は
、
中
村
京
太
郎
だ
っ
た
。

中
村
は
孝
之
進
と
も
親
し
か
っ
た
好
本
督
の
援
助
を
受
け
、
文

部
省
か
ら
も
若
干
な
が
ら
奨
学
資
金
を
も
ら
い
、
ロ
ン
ド
ン
留

学
に
旅
立
と
う
と
し
て
い
た
。
五
月
に
横
浜
を
出
て
神
戸
に
も

寄
港
す
る
の
で
お
会
い
で
き
な
い
か
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
少

年
時
代
に
失
明
し
た
青
年
が
一
人
英
国
に
旅
立
ち
、
学
ぼ
う
と

し
て
い
る
、
何
と
急
速
に
時
代
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

か
と
増
江
は
心
打
た
れ
た
。
出
発
前
の
中
村
に
少
し
の
時
間
で

も
会
っ
て
話
を
聴
い
て
み
た
く
な
っ
た
。

中
村
京
太
郎
は
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
年
）
静
岡
県
浜
名

郡
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
か
ら
の
眼
疾
の
た
め
小
学
校
に

入
学
し
た
が
一
週
間
で
退
き
療
養
に
専
念
し
た
。
が
、
失
明
に

至
っ
た
。
も
と
も
と
聡
明
だ
っ
た
中
村
は
両
親
の
同
意
を
得
、

十
四
歳
の
時
、
東
京
盲
唖
学
校
に
入
学
し
た
。
そ
こ
で
学
校
長

の
小
西
信
八
に
見
い
だ
さ
れ
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三

年
）
、
二
十
歳
の
時
日
本
で
最
初
の
盲
唖
学
校
普
通
科
教
員
と

な
り
、
一
般
教
員
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
四
年
一
ヶ
月
の
教
員
生
活
の
後
、
台
湾
の
慈
恵
院
盲
教

育
部
の
二
代
目
部
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
七
年
間
勤

め
る
間
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
持
ち
、
好
本
督
の
助
け
も
あ
っ

て
英
国
留
学
に
赴
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

中
村
は
八
十
五
年
の
生
涯
の
間
、
日
本
の
盲
教
育
、
点
字
新

聞
の
発
行
か
ら
「
点
字
毎
日
」
の
主
筆
者
、
盲
婦
人
ホ
ー
ム
の

設
立
ほ
か
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
業
績
を
残
す
こ
と
と

な
っ
た
。

そ
の
中
村
が
増
江
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
熊
谷
鉄
太
郎

（
く
ま
が
い

て
つ
た
ろ
う
）
と
い
う
全
盲
の
人
物
を
神
戸
訓

盲
院
で
雇
っ
て
は
も
ら
え
な
い
か
と
紹
介
し
て
き
た
。
横
浜
訓

盲
院
や
同
愛
訓
盲
院
で
教
員
経
験
を
積
ん
だ
と
い
う
熊
谷
は
、

東
京
盲
唖
学
校
で
中
村
の
教
え
子
で
も
あ
っ
た
。
関
係
者
に
異

存
は
な
か
っ
た
。
熊
谷
を
そ
の
春
か
ら
英
語
教
師
と
し
て
迎
え

る
方
向
で
増
江
と
関
係
者
は
面
接
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
熊
谷

が
訓
盲
院
を
訪
ね
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
日
、
増
江
は
駅

ま
で
迎
え
に
行
っ
た
。
三
歳
の
時
天
然
痘
が
原
因
で
失
明
し
た

と
履
歴
書
に
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
日
常
生
活
に
も
か
な
り
不

自
由
な
人
物
を
想
像
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
前
も
っ
て
の
連

絡
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
熊
谷
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
不
安
に
な
り
な
が
ら
訓
盲
院
に
戻
っ
た

増
江
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
独
り
で
歩
い
て
訓
盲
院
を
探
し
当

て
て
き
た
と
い
う
熊
谷
だ
っ
た
。
増
江
の
前
で
姿
勢
を
正
し
、

わ
ず
か
に
平
坦
な
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る
言
い
方
で
、

「
初
め
ま
し
て
。
熊
谷
鉄
太
郎
と
申
し
ま
す
」

と
、
握
手
の
手
を
差
し
出
し
て
き
た
。
も
う
す
ぐ
満
三
十
歳

に
な
る
と
い
う
彼
は
長
身
細
身
で
意
志
の
固
そ
う
な
顔
つ
き
の

青
年
だ
っ
た
。
話
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
増
江
は
そ
の
不
遇
の
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中
で
挫
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
不
屈
の
精
神
と
信
仰
に
打
た

れ
、
い
つ
の
間
に
か
涙
を
流
し
て
い
た
。

熊
谷
は
、
一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
年
）
北
海
道
の
漁
村
に

生
ま
れ
た
。
争
い
の
耐
え
な
い
大
家
族
の
中
で
育
ち
、
家
族
を

顧
み
ず
遊
び
歩
く
父
親
の
も
と
か
ら
、
母
親
は
蒸
発
。
生
命
が

危
ぶ
ま
れ
た
ほ
ど
の
病
と
そ
れ
に
よ
る
失
明
。
父
親
の
せ
い
で

経
済
的
に
破
綻
し
た
家
庭
の
中
で
ひ
た
す
ら
学
校
に
行
き
た

い
、
学
び
た
い
と
熱
望
す
る
子
供
時
代
を
送
っ
た
こ
と
、
十
三

歳
で
鍼
按
術
習
得
の
た
め
弟
子
入
り
し
、
稼
げ
る
よ
う
に
は
な

っ
た
も
の
の
地
獄
を
さ
迷
う
よ
う
な
荒
れ
た
生
活
を
し
て
い
た

こ
と
、
十
七
歳
の
時
、
札
幌
盲
学
校
で
学
び
た
い
あ
ま
り
故
郷

を
脱
出
し
、
札
幌
基
督
教
会
に
導
か
れ
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
た
こ

と
、
教
会
の
人
た
ち
の
祈
り
と
支
え
に
よ
っ
て
東
京
盲
唖
学
校

に
入
学
し
、
苦
学
し
て
英
語
教
師
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
…
。

最
悪
と
さ
え
思
わ
れ
る
環
境
に
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
者
で

も
、
こ
れ
ほ
ど
の
人
間
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
増
江
は

涙
を
ぬ
ぐ
っ
た
。
魂
が
震
え
る
の
を
感
じ
て
い
た
。
孝
之
進
や

自
分
の
苦
労
な
ど
、
熊
谷
の
も
の
に
比
べ
れ
ば
小
さ
い
も
の
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
さ
え
思
っ
た
。

熊
谷
は
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
年
）
春
か
ら
神
戸
訓

盲
院
で
英
語
教
師
を
始
め
た
。
増
江
が
期
待
し
た
以
上
の
抜
群

の
指
導
力
と
話
術
で
生
徒
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
か
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
学
習
成
果
は
非
常
に
あ
が
っ
た
。
そ
れ
に
、
熊
谷
は
薄

給
に
不
満
を
も
ら
す
こ
と
な
ど
全
く
無
く
、
礼
儀
正
し
く
訓
盲

院
の
や
り
方
に
従
っ
て
い
た
。
古
い
ハ
ガ
キ
に
英
単
語
を
点
字

で
打
っ
た
も
の
を
い
つ
も
持
ち
歩
き
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
新
し

い
単
語
を
覚
え
よ
う
と
し
た
り
と
、
自
己
研
鑽
に
励
ん
で
い
る

の
だ
っ
た
。
増
江
の
孤
独
で
苦
し
い
心
は
熊
谷
に
よ
っ
て
慰
め

ら
れ
励
ま
さ
れ
た
。
し
か
し
、
熊
谷
が
訓
盲
院
で
教
え
た
の
は

わ
ず
か
半
年
ほ
ど
だ
っ
た
。
翌
年
四
月
か
ら
関
西
学
院
（
か
ん

せ
い
が
く
い
ん
）
神
学
部
で
学
ぶ
準
備
の
た
め
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
神
戸
訓
盲
院
を
去
っ
て
い
っ
た
。
熊
谷
は
卒
業
後
牧
師
と

な
り
、
国
内
外
で
多
く
の
働
き
を
し
た
。

五
月
の
よ
く
晴
れ
た
朝
だ
っ
た
。
増
江
は
神
戸
港
に
寄
港
し

た
中
村
京
太
郎
と
会
う
た
め
に
熊
谷
と
関
係
者
の
小
林
卯
三
郎

（
こ
ば
や
し

う
さ
ぶ
ろ
う
）
、
卒
業
生
の
天
野
文
造
を
伴

い
、
神
戸
港
に
赴
い
た
。
出
帆
の
合
図
が
鳴
る
ま
で
の
一
時
間

ほ
ど
の
間
、
増
江
た
ち
は
船
室
で
中
村
と
語
り
合
っ
た
。
中
村

は
、
謙
遜
と
愛
情
深
さ
が
に
じ
み
で
て
い
る
人
物
だ
っ
た
。
台

湾
で
盲
教
育
に
あ
た
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
、
近
い
将
来
日
本
で

盲
児
た
ち
が
も
れ
な
く
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
、
鍼
灸
按
摩
と
音
楽
し
か
盲
人
の
職
業

は
あ
り
得
な
い
と
い
う
現
状
を
打
破
し
、
様
々
な
職
業
が
選
べ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
夢
を
歯
切
れ
よ
く
語
っ

た
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
立
っ
た
情
熱
と
開
拓
精
神
に
、
増
江

は
終
始
ひ
き
つ
け
ら
れ
、
話
に
の
め
り
こ
ん
で
い
た
。

（
つ
づ
く
）
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漢
点
字
訳
書
紹
介

『
詩
的
リ
ズ
ム－

音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト

序

あ
る
時
期
、
と
り
わ
け
少
年
時
に
ひ
と
り
の
詩
人
に
傾
倒
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
〈
体
験
〉
の
も
っ
と
も
お
く

深
く
、
し
た
が
っ
て
も
っ
と
も
自
覚
の
と
ど
き
に
く
い
と
こ
ろ

で
、
対
象
化
＝
批
評
を
こ
ば
ん
で
さ
い
ご
ま
で
残
存
す
る
〈
影

響
〉
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か－

そ
う
問
い
を
た
て
て
み
る
と
、
こ

れ
ま
で
閉
ざ
し
て
き
た
な
に
も
の
か
が
、
無
言
の
さ
ら
に
下
層

で
か
す
か
に
う
ご
き
は
じ
め
る
。
こ
の
領
域
に
お
そ
ら
く
〈
韻

律
〉
は
ひ
そ
か
に
し
か
し
は
げ
し
く
住
み
つ
い
て
い
る
の
だ
。

短
歌
や
俳
句
そ
し
て
初
期
近
代
詩
を
定
型
詩
と
み
る
か
ぎ
り

で
は
、
わ
た
し
は
〈
定
型
＝
韻
律
〉
の
ま
っ
た
く
対
極
で
、
ど

こ
ま
で
も
〝
詩
を
散
文
の
よ
う
に
〟
書
こ
う
と
す
る
意
図
を
も

ち
づ
づ
け
て
い
る
。
批
評
を
書
く
こ
と
は
、
一
篇
の
詩
作
品
を

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
不
可
避
的
に
形
成
さ
れ
る
言
語
の
定
型
性

＝
美
的
様
式
を
、
そ
の
た
び
ご
と
に
み
ず
か
ら
つ
き
く
ず
し
、

い
わ
ば
発
語
の
根
拠
へ
、
現
実
の
根
柢
へ
お
の
れ
の
言
語
を
ひ

左
は
今
回
漢
点
字
訳
さ
れ
た
、
菅
谷
規
矩
雄
著

『
詩
的
リ
ズ
ム－

音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト
』
の
、

著
者
の
序
文
の
一
部
で
す
。
ご
精
読
下
さ
い
。

き
も
ど
す
解
体
作
業
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
み
ず

か
ら
散
文
的
に
解
体
し
た
言
語
が
、
〈
無
言
〉
の
領
域
で
ふ
た

た
び
発
語
へ
、
さ
い
し
ょ
の
一
行
へ
む
か
っ
て
か
た
ち
を
と
り

は
じ
め
る
。
そ
の
起
動
力
は
な
に
に
も
と
め
ら
れ
る
か
。
書
き

は
じ
め
よ
う
と
す
る
意
志
は
、
な
に
を
原
基
と
し
て
自
立
す
る

に
い
た
る
か－

そ
こ
に
は
〈
無
言
〉
と
し
て
の
言
語
の
も
っ
と

も
深
層
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に
傾
倒
と
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
す
で
に
詩
と
か
文
学

に
と
か
に
つ
い
て
な
ん
ら
か
の
自
覚
を
前
提
に
し
て
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
以
前
、
読
書
と
い
う
体
験
の
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま

り
、
わ
た
し
の
ア
ド
レ
セ
ン
ス
初
期
に
、
ま
ず
〈
詩
〉
を
刻
印

し
た
一
冊
の
本
が
あ
る－

た
ま
た
ま
そ
れ
が
、
わ
が
家
の
片
隅

に
つ
み
お
か
れ
た
数
冊
し
か
な
い
本
の
一
冊
で
あ
っ
た
が
ゆ
え

に
、
い
つ
し
か
読
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
偶
然
が
、
偶
然

と
し
て
の
な
に
げ
な
さ
を
た
も
ち
な
が
ら
し
か
も
決
定
的
な
必

然
性
の
ご
と
く
に
、
い
つ
ま
で
も
作
用
し
つ
づ
け
る
の
で
あ

る
。
た
し
か
に
わ
た
し
は
、
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
一
冊
の
啄

木
歌
集
を
そ
う
し
た
初
期
的
な
読
書
体
験
の
領
域
で
読
み
つ
づ

け
て
い
る－

お
の
れ
の
批
評
の
な
お
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
じ
っ
さ
い
に
短
歌
を
つ
く
っ
た
こ
と
の
な

い
わ
た
し
の
、
短
歌
的
な
る
も
の
に
関
す
る
わ
ず
か
ば
か
り
の

〈
体
験
〉
の
す
べ
て
が
閉
ざ
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
お
も
う
。

初
期
的
体
験
が
さ
い
ご
ま
で
残
存
せ
し
め
る
も
の
は
、
け
っ

し
て
な
に
か
赫
か
し
い
も
の
、
幸
福
な
る
も
の
を
意
味
し
は
し
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な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
わ
た
し
の
詩
的
発
語
を
、
逆
に
は
る
か

な
発
語
以
前
の
闇
へ
ひ
き
こ
ん
で
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

ゆ
え
に
、
必
然
的
と
よ
ば
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
少
年
時

に
お
け
る
わ
た
し
の
〈
啄
木
〉
は
、
い
わ
ば
お
の
れ
の
貧
し
さ

を
、
〝
言
語
に
お
け
る
貧
し
さ
〟
と
し
て
は
じ
め
て
経
験
し
た

と
い
う
に
ひ
と
し
い
、
暗
さ
と
そ
し
て
わ
び
し
げ
な
わ
ず
か
ば

か
り
の
明
る
さ
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
近
代
批
評
の
ほ
と
ん

ど
お
よ
び
え
な
い
地
点
、
わ
た
し
に
と
っ
て
感
動
や
思
想
を
い

う
こ
と
の
不
可
能
な
領
域
に
、
は
じ
め
か
ら
存
在
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
批
評
的
に
と
り
だ
そ
う
と
す
れ
ば
、
ま
る
で
お
の
れ

の
身
体
を
批
評
の
対
象
と
す
る
よ
う
な
無
意
味
さ
に
お
そ
わ
れ

る
。
歴
史
的
で
も
個
的
で
も
な
く
、
〝
生
理
的
〟
な
存
在
感
と

み
な
す
ほ
か
な
い
よ
う
な
、
あ
た
ま
が
お
も
く
な
る
よ
う
な
感

覚
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
わ
た
し
は
、
い
ま
だ
〝
不
幸
〟
と
い

う
意
識
さ
え
も
た
し
か
め
え
な
い
重
圧
の
な
か
で
、
た
だ
苦
痛

か
ら
の
が
れ
る
こ
と
だ
け
を
、
〝
こ
と
ば
〟
と
し
て
読
ん
で
い

た
の
に
ち
が
い
な
い
。

か
な
し
く
も
／

夜
明
く
る
ま
で
は
残
り
ゐ
ぬ
／
息
き
れ
し

児
の
肌
の
ぬ
く
も
り

た
と
え
ば
こ
う
し
た
歌
に
、
幼
い
妹
の
死
が
む
す
び
つ
い
て
中

学
一
年
こ
ろ
の
わ
た
し
を
と
ら
え
、
記
憶
と
も
い
え
な
い
く
る

し
さ
が
の
こ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た－

夜
寝
て
も
口
笛
吹
き
ぬ
／

口
笛
は
／

十
五
の
我
の
歌
に

し
あ
り
け
り

と
い
っ
た
歌
に
た
い
し
た
ば
あ
い
で
も
、
ひ
と
と
き
の
感
傷
が

す
ぎ
れ
ば
、
つ
い
に
抒
情
し
え
な
い
ゆ
き
ど
ま
り
、
〈
ぢ
つ
と

手
を
見
る
〉
感
覚
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
意
識
を
お
そ
う
。
そ
れ
が

わ
た
し
の
〈
生
活
〉
思
想
の
領
域
に
に
じ
み
で
て
く
る
よ
う
な

意
味
と
な
る
こ
と
は
さ
え
ぎ
ら
れ
る
の
だ－

こ
こ
で
わ
た
し
は

い
く
た
び
と
な
く
、
体
験
を
自
己
史
へ
と
強
化
す
る
こ
と
の
困

難
さ
に
ゆ
き
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
日
本
の
〈
近
代
〉

に
た
い
し
て
お
の
れ
の
〈
出
生
〉
を
意
味
づ
け
る
こ
と
、
同
時

に
そ
こ
で
〈
近
代
〉
の
意
味
を
え
ぐ
り
だ
す
こ
と－

と
い
う
相

関
性
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
困
難
さ
に
ひ
と
し
い
。

そ
れ
は
、
わ
た
し
の
〝
さ
い
ご
の
〟
詩
的
モ
テ
ィ
ー
フ
の
所

在
を
告
げ
て
い
る
は
ず
だ
。
し
か
も
そ
れ
が
わ
た
し
の
詩
法
の

お
よ
び
え
な
い
必
然
性
の
ご
と
く
で
あ
る
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て

先
験
的
に
じ
ぶ
ん
の
詩
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
じ
ぶ
ん
の
詩
に
七
五
調
が
入
り
こ
む
こ
と
を
、

ほ
と
ん
ど
生
理
的
に
拒
ん
で
き
た－

そ
う
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ

れ
を
否
定
的
に
克
服
す
る
対
象
と
し
て
自
覚
的
に
と
り
だ
す
こ

と
も
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
一
点
で
詩
的
に
は
〈
近
代
〉
を
ど

の
よ
う
に
も
く
ぐ
り
ぬ
け
る
方
途
を
み
う
し
な
っ
て
い
る
と
い

わ
ざ
る
を
え
ま
い
。

詩
を
〝
散
文
の
よ
う
に
〟
書
く
こ
と
を
意
図
す
る
と
は
い

え
、
じ
っ
さ
い
わ
た
し
は
、
あ
る
リ
ズ
ム
を
た
し
か
め
え
な
い

で
ど
ん
な
一
篇
を
も
書
き
は
じ
め
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
そ
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れ
は
〈
内
的
リ
ズ
ム
〉
と
い
っ
た
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
も
の
で

は
決
し
て
な
い
と
〝
確
心
〟
し
て
い
る
。
分
析
の
原
理
を
い
ま

だ
手
に
し
て
い
な
い
だ
け
な
の
だ
。

し
ば
ら
く
ま
え
に
作
品
の
一
部
を
あ
た
う
か
ぎ
り
短
歌
的
リ

ズ
ム
に
ひ
き
よ
せ
て
書
こ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
こ
と
が
あ
る
。
な

ぜ
そ
う
す
る
ひ
つ
よ
う
が
あ
っ
た
か
は
、
じ
ぶ
ん
で
も
よ
く
説

明
で
き
な
い
が
、
あ
え
て
引
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

た
ち
つ
く
す
お
ま
え
の
か
げ
も
地
上
に
は
な
い
／

記
録
係

を
抹
消
す
る
お
わ
り
か
ら
の
は
じ
め
／
／

必
然
が
仮
に
も
た

ら
す
こ
の
一
行
の
運
河
／

水
さ
え
か
た
む
く
音
無
川
を
さ
か

の
ぼ
る

（
以
下
、
略
）

（
一
九
七
二
年
六
月
）

◇

◇

◇

◇

◇

◇

ご
報
告
と
ご
案
内

一

新
聞
並
び
に
雑
誌
に
、
漢
点
字
の
ご
紹
介
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た

①
「
点
字
公
明
」
十
一
月
号

公
明
党
の
機
関
誌
・
公
明
新
聞
の
点
字
版
の
「
点
字
公
明
」

平
成
二
十
一
年
十
一
月
号
に
、
本
会
の
活
動
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
御
礼
と
と
も
に
本
誌
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

漢
点
字
が
点
字
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
日
で
は

極
め
て
稀
有
な
こ
と
で
す
。
漢
点
字
が
唯
一
の
漢
字
を
表
す
点

字
体
系
で
あ
る
こ
と
を
、
誰
も
が
認
め
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で

す
。
し
か
し
現
在
は
、
悲
し
い
か
な
、
視
覚
障
害
者
並
び
に
そ

の
周
辺
の
健
常
者
に
、
そ
れ
を
検
証
す
る
だ
け
の
能
力
と
胆
力

が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う

人
た
ち
の
漢
点
字
に
対
す
る
姿
勢
が
、
た
だ
背
を
向
け
て
、
時

季
の
過
ぎ
る
の
を
待
つ
、
な
い
も
の
と
し
て
無
視
し
て
過
ご
し

て
行
け
ば
よ
い
と
い
う
も
の
に
見
え
る
か
ら
で
す
。
努
力
を
惜

し
ま
ず
、
正
面
か
ら
取
り
組
も
う
と
い
う
人
は
、
残
念
な
が
ら

現
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
公
明
新
聞
様
の
勇
気
に
は
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
横
浜
市
議
の

大
滝
先
生
並
び
に
取
材
に
当
た
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
中
嶋
様

に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②
朝
日
新
聞

朝
日
新
聞
・
平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
夕
刊
の
、
『
ニ

ッ
ポ
ン
人
脈
記
』
の
欄
に
、
漢
点
字
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
川
上
先
生
、
村
田
先
生
と
並
ん
で
、
岡
田
と
本
会
の
活
動

が
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
御
礼
と
と
も
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

漢
点
字
が
全
国
紙
の
文
化
欄
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、

恐
ら
く
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
よ
い
よ
触

読
文
字
の
〈
漢
字
〉
と
し
て
、
市
民
権
を
得
る
ス
テ
ッ
プ
に
差

し
掛
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

願
わ
く
は
、
視
覚
障
害
者
と
漢
字
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン
に

－ ２５ －



議
論
で
き
る
ト
ポ
ス
が
実
現
さ
れ
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

と
申
す
の
も
、
漢
字
の
点
字
体
系
に
つ
い
て
は
、
口
に
す
る
こ

と
一
つ
が
タ
ブ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
か
ら
で
す
。
各

メ
デ
ィ
ア
、
行
政
並
び
に
教
育
関
係
者
、
そ
し
て
一
般
の
皆
様

に
、
視
覚
障
害
者
の
識
字
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
忌
憚
の
な
い
議
論
を
展
開
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

取
材
と
ご
執
筆
に
当
た
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
、
朝
日
新
聞
社

の
白
石
様
並
び
に
同
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
八
重
樫
様
に
は
、
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
写
真
の
転
載
は
、
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
紙
を
ご
一
覧
下
さ
い
。

③
Ｃ
Ｓ
通
信

直
接
漢
点
字
に
は
関
わ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｋ
学
園
の
機
関

誌
「
Ｃ
Ｓ
通
信
」
十
一
月
号
に
、
岡
田
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

岡
田
は
、
（
有
）
横
浜
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
に
関
わ
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
そ
の
他
の
漢
点
字
訳
に
は
、
横
浜
並
び
に

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
の
皆
様
が
、
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
）
。
そ
の
最
終
段
階
と
し
て
、
実
習
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
習
を
お
引
き
受
け
下
さ
い
ま
し

た
の
が
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
・
東
京
清
風
園
（
東
京
都
・
墨
田

区
）
様
で
す
。

そ
の
様
子
を
、
短
い
文
と
と
も
に
、
「
Ｃ
Ｓ
通
信
」
に
掲
載

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
東
京
清
風
園
の
皆
様
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の

先
生
方
に
感
謝
を
込
め
て
、
本
誌
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。二

漢
点
字
訳
書

菅
谷
規
矩
雄
著
『
詩
的
リ
ズ
ム
、
音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー

ト
』
（
一
九
七
五
年
、
大
和
書
房
）
の
漢
点
字
訳
が
完
成
し
ま

し
た
。

菅
谷
規
矩
雄
（
１
９
３
６
―
８
９
）
で
す
。

主
な
著
作
は

現
代
詩
文
庫
の
詩
集
の
他

「
宮
沢
賢
治
序
説

新
装
版
」
大
和
選
書

大
和
書
房

「
無
言
の
現
在
―
詩
の
原
理
あ
る
い
は
埴
谷
雄
高
論

」
イ
ザ

ラ
書
房

『
詩
的
リ
ズ
ム

音
数
律
に
関
す
る
ノ
ー
ト
』
（
大
和
書
房

１
９
７
５
）

著
者
の
菅
谷
規
矩
雄
（
一
九
三
六
～
一
九
八
九
）
氏
は
、
詩

人
の
北
側
透
氏
の
主
催
す
る
詩
と
批
評
誌
『
あ
ん
か
る
わ
」
の

主
要
な
執
筆
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
詩
人
で
す
。
同
じ
く
『
あ

ん
か
る
わ
』
に
執
筆
し
て
お
ら
れ
た
神
山
睦
美
氏
が
、
菅
谷
氏

を
以
下
の
よ
う
に
ご
紹
介
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

《
亡
く
な
っ
た
詩
人
の
菅
谷
規
矩
雄
さ
ん
の
著
書
に
は
、

「
発
生
が
現
存
を
貫
く
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
繰
り
返
し
出
て
き

ま
す
。
『
詩
的
リ
ズ
ム
』
の
な
か
で
、
（

ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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の

ペ

ー

ジ

女

媧

（
二
）

じ

ょ

か

ノ
ト
キ

ダ

ラ

天

地

開

闢
、
未
レ

有
二

人

メ
テ

ヲ

ル

民
一

。
女

媧

摶
二

黄

土
一

作
レ

ヲ

ニ
シ
テ

ア
ラ

ス
ル
ニ

人
。
劇

務

力

不
レ

暇
レ

供
、

チ

キ

ヲ

ニ

ゲ
テ

テ

乃

引
二

絙

於

泥

中
一

、
挙

以

ス

ト

ニ

ナ
ル

ハ

ノ

為
レ

人
。
故

富

貴

者

黄

土

ナ
ル

ハ

ノ

人

也

。
貧

賤

者

絙

人

也
。

女
媧
は
人
類
を
生
み
出
し
た
女
神
と
も
考
え
ら

れ

て

い

て

、

神

話

で

は

、

人

間

の

作

り

方

と

、

貧
富
の
差
の
由
来
ま
で
も
説
い
て
い
ま
す
。

〈

参

照

図

書

〉

奥

平

卓

『

漢

文

の

読

み

か

た

』

（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）

天
地
開
闢
の
と
き
、
未
だ
人
民
有
ら
ず
。

か
い
び
ゃ
く

い
ま

女
媧
黄
土
を
摶
め
て
人
を
作
る
。
劇
務
に
し
て

じ

ょ

か

ま
る

げ

き

む

力
供
す
る
に
暇
あ
ら
ず
、
乃
ち
絙
を
泥
中
に

き
ょ
う

い
と
ま

す
な
わ

つ
な

で
い
ち
ゅ
う

引
き
、
挙
げ
て
以
て
人
と
為
す
。
故
に
富
貴
な

あ

も
っ

な

ふ

う

き

る
者
は
黄
土
の
人
な
り
。
貧
賤
な
る
者
は
絙
の

ひ
ん
せ
ん

人
な
り
。

黄
土
＝
中
国
の
土
は
一
般
に
黄
色
い
。

乃
＝
そ
こ
で･

や
む
な
く
の
意
味
の
接
続
詞
。

絙
（
つ
な
）

＝
縄
（
な
わ
）

。

－ ２７ －



－ ２８ －

天 地 開 闢 ノトキ 、 未 ダ 有

ラ 人 民 。 女 摶 メテ 黄 土 ヲ

作 ル 人 ヲ 。 劇 務 ニシテ 力不 暇 ア

ラ 供 スルニ 、 乃 チ 引 キ ヲ

於 泥 中 ニ 、 挙 ゲテ 以 テ 為 ス

人 ト 。 故 ニ 富 貴 ナル 者 ハ 黄 土 ノ 人

也 。 貧 賤 ナル 者 ハ ノ 人也 。

点字文中の｢ ｣は返り点のレ点、｢ 」｢ ｣は、

返り点の一・二点を表します。

は女媧の媧（か）、 は絙（つな）で、

JISコードにない漢字です。

再読文字 「未」
再読文字の中でもっともよく使われる字で、
「未（いま）ダ…（ず）」と二度読むことに
なります。「まだ…ない」の意味。

連体形になる場合は、
「未（いま）ダ…（ざ）ル…」となり、
墨字では右にダ、左にルの送り仮名を記します。
点字では「ル未ダ」の後に返り点の形になります。

未知 未ダ 知ラ いまだ知らず
未亡人 ル未ダ 亡クナラ人 いまだ亡くならざる人

（本来は、夫を亡くした妻が自分のことを謙遜して言う語）



(横－１） － ２９ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第十七回

７．漢数字および第一基本文字を部首とした文字 （７）

この回が、初級編の「漢数字および第一基本文字を部首とした文字」

の最後です。

（１０９） 泳 エイ およ‐ぐ

「さんずい」の右側に「永 」を置いた形の文字です。水の中をお

よぐことを表す文字です。部首の「永 」は、長く水の中をおよぐこ

とと、〝エイ〟という音を表します。漢点字では、「 （さんずい）」

と「 （永）」で表されます。

「水泳」「日本泳法」「遠泳」「立ち泳ぎ」

（１１０） 混 コン ま‐ざる ま‐じる ま‐ぜる

「さんずい」の右側に「昆 」を置いた形の文字です。ものが入り

混じる様子、入り混じって区別がつかない様子を表します。部首の「昆

」は、〝むらがる、まとまる〟の意味の文字です。漢点字では、「

（さんずい）」と「 （昆）」で表されます。

＊ 「昆 」は、「日 」の下に「比 」を置いた形の文字です。〝

昆虫、昆布〟などと用いられます。詳細は中級に譲ります。

「混雑」「混乱」「混迷」「混同」

（１１１） 財 ザイ サイ たから

「貝 」の右側に「才 」を置いた形の文字です。「貝 」は、貨幣

に用いられていた子安貝のことで、貨幣や財産を表します。「才 」は、

切り盛りすることを意味して、貨幣をうまく使って生活することも表し

ます。また、社会の経済の部門の意味にも用いられます。漢点字では、「

（貝）」と「 （才）」で表されます。

「財産」「財源」「財宝」「財界」「財政」「財務省」「財閥」「財布」「蓄

財」



－ ３０ － (横－２）

（１１２） 社 シャ やしろ

「示 偏」の右側に「土 」を置いた形の文字です。「示 」は神様を

祀る意味、「土 」は、土を盛って祭壇としたことを表しています。元は

土地の神様を祀ったやしろだったのです。つまり、人が集まるところで、

そのような意味になりました。さらに、人が集まって作る組織や集団を

指すようにもなって来ました。漢点字では、「 （示偏）」と「 （土）」

で表されます。

「社会」「社殿」「社中」「社団」「会社」「神社」「公社」「結社」

（１１３） 証 ショウ セイ あか‐す あかし

「言 偏」の右側に「正 」を置いた形の文字です。〝あかす、あ

かし〟、事実を、ありのままに申し立てて、裏付けることを意味します。

また、それを表す書類の意味もあります。漢方医学では、〝ショウを立

てる〟と言って、治療法を決める診断を意味します。漢点字では、「

（言偏）」と「 （正）」で表されます。

「証言」「証拠」「証券」「立証」

（１１４） 徒 ト かち いたずら‐に

「行人 偏」の右側に「走 」を置いた形の文字です。〝かち〟とは、

歩いて行くこと、何も使わずに行くことを表します。また、〝いたずら

に〟と読んで、空しい行為、成果の上がらない行為を表します。ものを

持たない人の集まりをも指して、現在では学童を呼ぶ語でも用いられま

す。漢点字では、「 （行人偏）」と「 （走）」で表されます。

「徒歩」「徒手空拳」「無為徒食」「生徒」「御徒町」「徒歩く」



Ｅ－ＭＡＩＬ（岡田健嗣）： okada_tr_eib@ybb.ne.jp

横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://ukanokai.web.infoseek.co.jp

《表紙絵 岡 稲子》 次回の発行は2月15日です。
※本誌(活字版･DAISY版･ディスク版)の無断転載は固くお断りします。

▼
今
号
は
原
稿
の
都
合
で
、
当
欄
の

ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
一
因
は
、
羽
化
の
会
の

活
動
を
紹
介
す
る
各
種
媒
体
で
の
記
事
紹
介
が
３
つ
も
重
な

っ
た
た
め
で
す
が
、
岡
田
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
漢
点
字
普
及
へ

の
努
力
の
成
果
が
い
く
ら
か
ず
つ
で
も
世
間
に
認
め
ら
れ
た

結
果
だ
と
考
え
ら
れ
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
▼
２
０
０
９
年
、

平
成

年
も
間
も
な
く
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

21

は
、
当
会
の
大
切
な
お
２
人
、
安
田
章
さ
ん
と
高
橋
幸
子
さ

ん
を
失
う
と
い
う
大
き
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
お
２

人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
木
下
）

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住･在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

－ ３１ －

（

ペ
ー
ジ
か
ら
）
日
本
語
で
書
か
れ
た
詩
が
、
イ
ン
ド
・

26
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
よ
う
な
音
韻
や
韻
律
に
よ
る
も
の
で
な

く
、
音
数
律
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
。

七
五
調
や
五
七
調
と
い
う
の
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
歌
で
も
俳
句
で
も
自
由
詩
で
も
、
こ
れ
が
、
定
型
と
し

て
は
た
ら
く
だ
け
で
な
く
、
独
特
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
場
合
が
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
菅
谷
さ
ん
の
説
で
は
、

そ
れ
は
五
音
と
か
七
音
と
い
っ
た
拍
音
の
あ
い
ま
に
、
無
音

の
拍
が
潜
勢
力
の
よ
う
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
の
無
音
の
拍
は
マ
ル
チ
チ
ュ

ー
ド
な
の
で
す
。
》

序
文
の
一
部
を
、
本
誌
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


